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▼
利
用
者
に
分
か
り
に
く
い
…
国

や
県
か
ら
の
事
務
移
譲
や
合
併
に

よ
る
業
務
拡
大
で
、
本
庁
機
能
が

七
カ
所
に
分
散
し
分
か
り
に
く
い

▼
交
通
弱
者
に
不
便
…
現
本
庁
舎

は
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通

が
集
中
し
便
利
な
長
岡
駅
か
ら
遠

く
、
車
を
使
え
な
い
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
利
用
し

に
く
い

▼
耐
震
性
へ
の
不
安
…
現
本
庁
舎

は
、
新
耐
震
基
準
以
前
の
昭
和
五

十
二
年
に
建
設
さ
れ
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
耐
震
性
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
。
ま
た
、
柳
原
分
庁
舎
（
中

央
公
民
館
な
ど
）
の
老
朽
化
も
課

題
と
な
っ
て
い
る

再
配
置
の
候
補

地
と
し
て
検
討
さ

れ
た
の
は
、
中
心

市
街
地
、
長
岡
操

車
場
地
区
、
幸
町
地
区
の
三
地
区
。

こ
の
う
ち
中
間
報
告
で
は
、

１
市
内
の
ど
こ
か
ら
も
バ
ス
な
ど

で
行
き
や
す
い
交
通
の
結
節
点

で
あ
り
、
車
を
使
え
な
い
交
通

弱
者
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と

２
駐
車
場
は
新
規
整
備
（
後
述
）

と
既
存
駐
車
場
の
活
用
で
対
応

で
き
る
こ
と

３
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

市
政
の
情
報
発
信
や
広
聴
・
対

話
機
能
は
、
市
民
の
集
ま
り
や

す
い
場
所
に
配
置
す
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、「
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
中
心
市
街
地
へ
配
置
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎

の
再
配
置
に
あ
た

っ
て
委
員
会
は
、

徹
底
的
な
節
約
を

求
め
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
案
で
は
、

１
国
の
補
助
制
度
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
を
活
用
す
る
こ
と

２
空
き
ビ
ル
の
活
用
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

３
現
本
庁
舎
を
改
修
し
て
老
朽
化

し
て
い
る
柳
原
分
庁
舎
の
替
わ

り
と
し
て
利
用
し
、
不
用
と
な

る
土
地
は
売
却
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
ほ
か
の
候
補
地
よ
り

市
の
負
担
は
少
な
い
も
の
と
見
込

ま
れ
ま
す
（
左
表
）。

中
心
市
街
地
案
で
課
題
に
な
る

の
が
駐
車
場
で
す
。
三
百
台
程
度

の
新
規
整
備
と
既
存
駐
車
場
の
活

用
で
対
応
で
き
る
と
判
断
し
ま
し

た
。中

間
報
告
で
は
、
コ
ス
ト
を
抑

え
る
と
と
も
に
、
長
期
間
利
用
で

き
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
よ
う
な

庁
舎
を
整
備
し
、
合
併
新
市
の
市

民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
の
再
配
置
検
討
で

中
間
報
告

「
市
役
所
本
庁
舎
は
、
中
心
市
街
地
へ
の
配
置
が
望
ま
し
い
」
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行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
（
会
長
・
豊
口
協

き
ょ
う

さ
ん
）

は
七
月
二
十
八
日
、
中
間
報
告
を
ま
と
め
森
市
長
に
提
出
し

ま
し
た
。

庁
舎
の
分
散
配
置
や
交
通
弱
者
の
利
便
性
な
ど
、
市
役
所
が

抱
え
る
問
題
点
を
検
討
し
た
結
果
、
中
間
報
告
で
は
、
①
中

心
市
街
地
へ
の
配
置
が
望
ま
し
い
、
②
コ
ス
ト
を
抑
え
市
民

の
誇
り
と
な
る
庁
舎
を
、
③
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら

に
検
討
を
、
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
市
役
所
が
抱
え
る

問
題
点

？？

①
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
中
心
市
街
地
に

②
コ
ス
ト
を
抑
え
市
民
の
誇
り
と
な
る
庁
舎
を

◆３候補地のコスト比較（額はいずれも概算）

候
補
地

中心市街地
（分散か一括）

長岡操車場地区
（一括集中）

幸町
（第２庁舎建設）

項目 コスト
（億円）

項目 コスト
（億円）

項目 コスト
（億円）

支
出
分
①

・庁舎整備
・駐車場対

策
・現本庁舎

耐震改修

105

・庁舎整備
・用地取得
・現本庁舎
耐震改修

110

・第２庁舎
整備

・柳原分庁
舎建替

・現本庁舎
耐震改修

75

節
約
分
②

・まちづく
り交付金

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・柳原分庁
舎、幸町
分室
敷地売却
益

・現分室等
賃借料

分散
なら
△70

一括
なら
△60

・まちづく
り交付金

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・柳原分庁
舎、幸町
分室
敷地売却
益

・現分室等
賃借料

△50

・合併特例
債元利償
還金国補
てん分

・現分室等
賃借料

△30

差引コスト（億円）

〔①－②〕
分散35
一括45

60 45

こ
れ
ま
で
主
に

機
能
面
か
ら
検
討

し
て
き
た
委
員
会

は
中
間
報
告
で
、

中
心
市
街
地
に
再
配
置
す
る
場
合
、

１
平
成
十
五
年
度
に
中
心
市
街
地

構
造
改
革
会
議
で
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
の
た
め
に
「
公
共

機
能
の
ま
ち
な
か
回
帰
」
が
提

言
さ
れ
て
い
る
こ
と

２
す
で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
や
戦
災

資
料
館
、
ま
ち
な
か
・
考
房
が
あ

り
、
今
後
、
集
会
や
ス
ポ
ー
ツ
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
機
能
が
配

置
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
こ
と

３
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存

の
市
民
利
用
施
設
の
機
能
に
つ

い
て
も
、
建
て
替
え
時
期
な
ど

を
と
ら
え
、
中
心
市
街
地
で
の

立
地
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
「
一
括
配
置
、
分
割
配

置
ど
ち
ら
も
可
能
で
あ
る
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検

討
を
」
と
提
言
。
今
後
、
多
方
面

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
波

及
効
果
や
相
乗
効
果
を
高
め
る
具

体
的
な
計
画
策
定
に
結
び
つ
け
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。
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③
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検
討
が
必
要

■「市役所機能再配置に関する意見交換
会」を開催します
今回の中間報告を踏まえて、市民のみなさんと

市役所移転について語り合います。
入場無料。直接会場へどうぞ。

日 時＝９月９日午後６時30分～８時
会 場＝厚生会館中ホール
定 員＝150人（先着）
問行政管理課39・2208

■中間報告の詳細はホームページに
中間報告の詳しい内容を長岡市ホームページ（ht

tp://www.city.nagaoka.niigata.jp）に掲載してい
ます。また、市役所１階市民情報ラウンジ、市民
センター、厚生会館、各支所地域振興課で閲覧で
きます。
ご意見は〒940－8501（住所記入不要）長岡市行

政管理課39・2208、39・2272、Ｅメールgyou
kan@city.nagaoka.lg.jpへ（住所、氏名を明記して
ください）

みなさんのご意見をお聞かせください！

『
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ
』が

大
手
通
り
に
オ
ー
プ
ン
！

中
心
市
街
地
で
商
売
を
始
め

る
新
規
経
営
者
を
支
援
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
が

七
月
二
十
五
日
、
大
手
通
り
の

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
一
階
に

『
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ
』
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
出
店
者
に
約

二
坪
の
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
一
年

間
格
安
で
提
供
し
、
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
習
得
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
。
今
回
は
よ
り
多
く

の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
ま
ち

な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
以
前
よ
り
長
岡
駅
寄

り
に
店
の
場
所
を
移
し
ま
し
た
。

出
店
し
た
の
は
、
美
容
、
陶

器
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
店
舗
。

若
者
向
け
の
衣
料
を
販
売
す
る

須
藤
悠

は
る
か

さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
県

内
に
な
か
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
長
岡
の
若
者
に
広
め
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

営
業
時
間
＝
午
前
十
時
三
十
分

～
午
後
六
時
三
十
分
（
土
・

日
・
祝
日
は
午
後
六
時
ま
で
）

定
休
日
＝
月
曜
日

▲個性的な「まちなか
ショップ」にぜひどうぞ

「サービスを基本とした
新しい市役所の姿を」

委員会では「行政サービスと
市民を密接に結びつけるこ

とができる、合併新市にふさわ
しい便利な市役所」というテー
マで、委員が自由に発想し、意
見を交換する形をとりながら検
討が進められました。

高齢者が増えていく中、車を運転する人もしない
人も来庁しやすく最も集まりやすい場所は、長

い歴史がある大手通りだと思います。公共サービス
の要である市役所が中心市街地に配置されることは、
まちづくりにも大きな効果があると考えます。

新しい市役所は、建物ありきで考えるのではなく、
市民が行きやすく、入りやすいという「サービ

ス」のあり方を基本に考えることが大切です。駐車
場やバスのシステムなど、検討していかなければな
らない課題もありますが、今回の市役所の再配置が、
まち全体の交通システムを見直していくきっかけに
もなると思います。

海外では、交通の便がよく集まりやすい中心部に
行政機能が分布し、市民と一体でまちづくりを

している事例が見られます。市役所本庁舎の再配置
が、かつての日本の行政構造から脱却したインター
ナショナルな行政システムに変わっていく、代表的
な動きとして注目されるとすばらしいと思います。

会 長 に 聞 く 豊口 協さん（長岡造形大学理事長）



昨
年
度
、
市
と
国
が
連
携
し
て

行
っ
た
国
土
施
策
創
発
調
査（
※
）

の
結
果
、「
中
山
間
地
復
興
の
カ
ギ

は
地
元
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
大

学
、
企
業
な
ど
が
連
携
し
て
取
り

組
む
多
様
な
活
動
」
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
一
日
に
設
置
し
た
山
の
暮

ら
し
再
生
推
進
室
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
援
す
る
財
団
法
人
の
設

立
を
進
め
ま
す
。
こ
の
財
団
は
、

山
の
暮
ら
し
再
生
の
た
め
の
情
報

発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

民
間
団
体
が
行
う
事
業
へ
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

来
年
四
月
の
財
団
発
足
を
目
指

し
て
、
再
生
推
進
室
で
は
、
組
織

づ
く
り
や
人
材
の
公
募
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

棚
田
の
再
生
や
空
き
校
舎
を

活
用
し
て
交
流
も

再
生
推
進
室
で
は
今
後
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
先
導

的
事
業
）
と
し
て
棚
田
の
再
生
な

ど
の
事
業
に
着
手
。
空
き
校
舎
や

ス
キ
ー
場
を
活
用
し
て
都
市
と
の

交
流
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
や
民
間
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
大
学
、
企
業
な
ど

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
国
や
県
と
の
調
整
を
行
う

な
ど
、
産
・
学
・
官
・
民
の
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
中
山
間
地

の
復
興
を
支
え
ま
す
。

問
山
の
暮
ら
し
再
生
推
進
室

39

・
２
２
９
４

山
の
暮
ら
し
再
生
推
進
室
を
新
設

中
山
間
地
の
復
興
を
支
援
す
る
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中
越
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
中
山
間
地
の
復
興
は
、
道
路
や
水
道
、
電
気
な
ど
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
産
業
の
再
生
と
い
う
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
。

山
の
暮
ら
し
再
生
推
進
室
で
は
、
被
災
地
で
活
動
す
る
民
間
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
支
援
す
る

た
め
の
財
団
の
設
立
や
棚
田
の
再
生
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
山
間
地
の
復
興
を
進
め
ま
す
。

※国土施策創発調査事業…市町村など地方の発案を基に、国土
の開発や保全などを国と地方自治体が連携して行う事業

９月１日 山古志支所の全機能が回復しました
古志竹沢の旧役場庁舎で山古志支所の全機能が回復しました。山古志

地域での生活再開を支援します。仮設住宅入居者への対応窓口は青葉台
に残ります。
●山古志支所（古志竹沢乙461）59・2330［代表］、59・2331
地域振興課59・2330 山古志地域復興推進室59・2328
市民生活課59・2332 保健福祉課59・2333 産業課59・2343
建設課59・2344 教育委員会山古志分室59・2339

●仮設住宅入居者対応窓口
・住民異動の届出、老人受給者証などの交付申請、市税などの収納、
所得証明・非課税証明・評価証明・納税証明書・り災証明などの交付

・生活再建支援金に関する相談および申請受付窓口
・応急仮設住宅の退去の届出や相談窓口
・その他各課業務に関する相談など
…長岡事務所（ニュータウンセンタービル２階）46・1500［代表］
（平日の午前８時30分～午後５時、土・日・祝日…休み）
※住民票・印鑑登録証明・戸籍謄抄本などの証明書の交付は、青
葉台コミュニティセンター（ニュータウンセンタービル１階）
47・1155（平日…午前９時～午後７時、土・日曜日…午前10
時～午後４時、祝日…休み）へどうぞ。

竹沢保育園を再開しました
８月17日、震災から１年10カ月ぶ

りに山古志地域の２つの保育園のう
ち竹沢保育園を再開し、子どもたち
の明るい笑顔が戻ってきました。
現在は、３人の子どもたちが登園。

積み木や絵本、水遊びなどで毎日元
気いっぱいに遊んでいます。
９月始めまでにさらに４人が登園

を再開し、今後も山古志に戻った子
どもたちが順次帰ってくる予定です。

今
ま
で
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
い
た
パ
ス
ポ

ー
ト
の
申
請
と
交
付
が
、
県
か
ら

事
務
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
、
市
役
所

本
庁
や
支
所
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
必
要
な

戸
籍
謄
本
な
ど
も
同
じ
場
所
で
そ

ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
手

続
き
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
支
所
に
窓
口
を
設
置

市
民
セ
ン
タ
ー
は
土
・
日
・
祝

日
も
営
業

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
交
付
が

で
き
る
の
は
、
市
役
所
本
庁
と
す

べ
て
の
支
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の

各
窓
口
で
す
。

合
併
地
域
の
す
べ
て
の
支
所
で

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
交
付
が
で

き
る
の
は
、
県
内
で
は
長
岡
市
だ

け
で
す
。

ま
た
、
市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
、
申
請
・

交
付
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

39
・
２
２
１
５
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市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー
トト
のの

申申
請請
とと
交交
付付
がが
でで
きき
まま
すす

県
内
で
初
め
て
す
べ
て
の
支
所
に
も
窓
口
設
置

10月１日から

市役所、各支所、市民センターで
パスポートの申請・交付ができる人
長岡市に住民登録がある人
学生や単身赴任者などで、新潟県外に住民登
録があり、長岡市に住居がある人

申請・発行窓口

申請から交付までの日数
○10日間（休日を除く）
・日数に余裕を持って申請してください。
・必ず本人が、申請時に指定した窓口で受け取
ってください。

■パスポート申請に必要な書類は、市民課39
・2215または各支所、市民センターの窓口へ
お問い合わせください。

ご注意ください！

事務権限の移譲により、上記の人は、県

のパスポートセンターや県民サービスセンター

ではパスポートの申請・交付ができなくなりま

す。

必ず長岡市役所本庁または各支所、市民セン

ターへおいでください。

窓 口 時 間 平日
土・日
・祝日

市役所本庁
（１階市民課）

午前９時
～

午後５時

○ ×

各支所
（市民生活課）

○ ×

市民センター
（１階市民サービスセン
ター）

○ ○

長岡でのトキの分散飼育の
可能性を探る研究会が発足

市内でのトキ飼育の可能性などを探る

「長岡市自然環境保護研究会」が発足、

７月21日に初会合を開きました。環境省

では、鳥インフルエンザ対策として、今

年度中に佐渡以外でトキの分散飼育先を数カ所選定す

る見通しです。同研究会は長岡市が飼育地に適してい

るか、飼育する場合の課題などを検討します。

研究会の委員は、佐渡トキ保護センター所長、県担

当者、元市立科学博物館長、野鳥の専門家など８人。

来年３月まで４～５回の会合を開き、結論を出します。

会議では、野生復帰を応援するため、飼育地で繁殖

したトキは佐渡へ戻すことや、学術的な観点から市内

での飼育場所を検討することなどを確認。委員からは

「繁殖のために飼育するのであれば、雪の少ない地域

がよい」などの意見が出されました。

問環境政策課24・0528

県消防大会ポンプ操法競技会で
長岡消防団が部門上位を独占

消防団の日ごろの訓練技術を競う新潟県消防大会ポ

ンプ操法競技会が８月６日、長岡工業高校グラウンド

で開催されました。57回目となる大会に、県内各地で

予選を勝ち抜いた27チームが出場。炎天下、団員たち

は機敏な動きで、手際よくポンプやホースをさばき、

放水の態勢をとる速さや正確さを競い合いました。

審査の結果、小型ポンプ操法の部で長岡消防団川西

方面隊が優勝に、長岡消防団西部方面隊が準優勝に輝

きました。優勝した川西方面隊は10月に兵庫県で行わ

れる全国大会に出場しま

す。同隊の山田隆之さん

は「全国大会では入賞を

目指して頑張ります」と

話していました。

小型ポンプ部門で優勝した

長岡消防団川西方面隊

▲佐渡のトキ

※「合併や災害復旧・復興に伴う市の財政状況」は、次号以降に掲載します。
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今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

に
向
け
て
、
青
少
年
の
た
め
の

「
未
来
市
民
国
際
講
座
」
を
始

め
ま
し
た
。
国
際
交
流
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
講
師
を
迎
え
、

国
際
協
力
の
あ
り
方
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学

ん
で
き
ま
し
た
。
講
座
は
今
後

も
継
続
し
、
さ
ら
に
活
動
の
す

そ
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
教
育
と
は
、
未
来
へ

の
先
行
投
資
で
す
。

今
ま
で
国
際
交
流
と
い
う
と
、

外
か
ら
の
文
化
を
受
信
す
る
だ

け
で
し
た
が
、
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
通
じ
て
、
長
岡
の
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信

で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。「
米

百
俵
」
や
「
互
尊
独
尊
」
と
い

う
長
岡
に
古
く
か
ら
あ
る
人
づ

く
り
の
思
想
は
、
世
界
に
誇
れ

る
も
の
で
す
。「
世
界
の
中
の
長

岡
」
と
い
う
大
き
な
視
点
で
も

の
ご
と
を
捉
え
、
固
有
の
文
化

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

長
岡
の
文
化
を
世
界
に
発
信

長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

羽
賀
友
信
セ
ン
タ
ー
長

▲未来市民国際講座の様子。
約140人が登録し、顔ぶれは中
学生から社会人までと幅広い

未未
来来
の
国
際
市
民
、
各
国
大
使
と
語
り
合
う

ワ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な
が
お
か

こ
の
日
の
た
め
に
六
月
か
ら

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広

場
」
の
「
未
来
市
民
国
際
講
座
」

で
勉
強
を
重
ね
て
き
た
青
少
年

た
ち
。「
国
際
人
と
し
て
活
躍
す

る
た
め
に
何

を
す
る
べ
き

か
」
と
の
質

問
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
の
デ

ア
ー
大
使
は

「
日
本
と
外

国
の
文
化
を

学
び
、
お
互

い
を
尊
重
し

合
え
る
関
係

を
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と

持
っ
て
、
異
な
る
文
化
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

青
少
年
た
ち
も
意
見
を
発
表
。

長
岡
高
専
三
年
の
久
保
田
雄
太

さ
ん
は
「
大
切
な
こ
と
は
、
他

八
月
四
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
中
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
使
や
公
使
が
長
岡

に
会
し
、「
ワ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
な

が
お
か
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
的
な
諸
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
会
議
で
、
日
本
の
国
際
的
役
割
や
世
界
平
和
、
教

育
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

森
市
長
も
講
演
で
、
米
百
俵
の
精
神
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
。

ま
た
今
回
、
市
内
の
中
・
高
・
大
学
生
が
参
加
し
、
大
使
た
ち
と

国
際
理
解
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

※「未来市民国際講座」では、参加者を募集しています。問長岡市国際交流センター39・2714
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「
国
が
興
る
の
も
、
ま
ち
が

栄
え
る
の
も
、
こ
と
ご
と
く
人

に
あ
る
―
」
こ
れ
は
、
山
本
有

三
の
戯
曲
「
米
百
俵
」
の
中
の

小
林
虎
三
郎
の
せ
り
ふ
で
す
。

教
育
こ
そ
国
や
ま
ち
を
つ
く
る

基
礎
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、

時
代
や
国
境
を
超
え
る
真
理
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
育
と
は
、

若
者
の
将
来
に
私
た
ち
の
希
望

を
託
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

米
百
俵
で
創
設
さ
れ
た
国
漢

学
校
で
は
、
い
ち
早
く
世
界
に

目
を
向
け
た
教
育
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
学
ぶ
意
欲
の

あ
る
人
に
は
、
身
分
に
関
係
な

く
門
戸
が
開
か
れ
て
お
り
、
学

び
た
い
教
科
を
自
由
に
選
べ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
小

林
虎
三
郎
は
、
学
校
を
つ
く
る

だ
け
で
な
く
、
個
性
を
尊
重
し
、

学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
と
い
う

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
代
に
通
じ
る
教
育
理
念

で
す
。

長
岡
市
は
、
子
ど
も
た
ち
の

や
る
気
や
学
習
意
欲
を
引
き
出

す
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り

教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
長
岡
の
教
育
の
原
点
で

あ
る
米
百
俵
の
精
神
に
学
ん
だ

も
の
で
す
。

講
演
「
米
百
俵
の
精
神
と
長
岡
の
教
育
」長

岡
市
長

森

民
夫

今
世
界
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

国
際
理
解
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
３
年

久
保
田
雄
太
さ
ん

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
た
久
保
田
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
臨
む
に
当
た

っ
て
、
ど
ん
な
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
か
。

知
ら
な
い
、
知
ろ
う
と
し
な

い
、
と
い
う
後
ろ
向
き
の
姿
勢

が
、
国
際
理
解
を
妨
げ
る
原
因

だ
と
思
い
ま
す
。
国
際
社
会
の

中
で
私
た
ち
は
ど
う
行
動
す
る

べ
き
か
、「
未
来
市
民
国
際
講
座
」

で
勉
強
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
は
、
ま

ず
教
育
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
。

そ
の
国
の
地
理
や
歴
史
、
文
化

を
学
ぶ
。
そ
し
て
現
在
、
世
界

で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、

何
を
得
ま
し
た
か
。

事
前
学
習
も
含
め
て
、
一
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
徹
底
的
に

討
論
し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
視
野
が
広

が
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
成

長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

世
代
を
超
え
た
多
く
の
仲
間
が

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
国
際
市
民
を
目
指
し
て
の
、

久
保
田
さ
ん
の
抱
負
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

海
外
に
行
か
な
く
て
も
で
き

る
国
際
交
流
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
私
た
ち
の
身
近
に
、
異
な

る
文
化
を
学
ぶ
機
会
は
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
よ

る
、
国
際
理
解
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

国
の
文
化
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

い
出
し
、
自
国
の
文
化
の
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
。
こ
れ
は
、
自
ら
を
愛

す
る
か
ら
こ
そ
相
手
を
愛
す
る

こ
と
が
で
き
、
互
い
に
異
な
る

個
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
調
和
が

あ
る
と
い
う
「
互
尊
独
尊
」
思

想
（
大
正
時
代
に
長
岡
市
に
図

書
館
建
設
の
資
金
を
寄
付
し
た

野
本
互
尊
翁
が
提
唱
）
に
通
じ

ま
す
。
お
互
い
を
高
め
合
い
な

が
ら
人
材
を
育
成
し
て
い
く
長

岡
の
文
化
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
コ
ー
ヘ
ン
大
使
か
ら
「
夢
を

持
っ
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
進
ん

で
く
だ
さ
い
。
お
互
い
の
理
解

の
た
め
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

外
交
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

各
国
の
大
使
や
公
使
と
語
り
合

っ
た
青
少
年
た
ち
。
未
来
の
国

際
市
民
と
し
て
の
自
覚
を
大
い

に
刺
激
さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。



上
除
町
の
ア
ベ
ニ
ュ
ー
公
園
が
供
用
開
始
と

な
っ
た
七
月
二
十
九
日
、
町
内
会
・
ウ
エ
ス
ト

ア
ベ
ニ
ュ
ー
日
越
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
３
on
３

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
公
園
の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

整
備
に
あ
た
っ
て
、
住
民
自
ら
ベ
ン
チ
の
製

作
や
、
世
代
を
考
慮
し
た
遊
具
を
決
め
る
な
ど

し
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
町
内

会
の
公
園
つ
く
り
委
員
の
星
野
英
夫
さ
ん
と
小

山
滋
さ
ん
。
二
人
は
平
成
十
年
か
ら
、
計
画
作

り
、
設
計
、
公
園
名
の
公
募
、
他
公
園
の
見
学
、

市
と
の
協
議
な
ど
に
奔
走
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
の
整
備
で
は
ナ
イ
キ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
か
ら
寄

贈
を
受
け
る
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
た
。「
こ
こ

ま
で
来
れ
た
の
も
、
こ
こ
に
住
む
み
ん
な
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
語
る
二
人
。
参
加
し
た

人
た
ち
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
い
き
が
い
交
流
会
」
が

八
月
五
日
、
守
門
雨
晴
大
ブ
ナ
林
探
訪
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

雨
晴
ブ
ナ
林
は
、
守
門
岳
の
入
塩
川

い
り
し
お
が
わ

口
登
山
道
の
途
中
、
標

高
約
八
五
〇
ｍ
付
近
に
広
が
る
ブ
ナ
林
で
、
雨
晴
と
は
そ
の
昔
、

雨
ご
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
地
名
で
す
。
参
加
者
二

十
五
人
は
、
登
山
道
入
り
口
か
ら
約
二
時
間
で
ブ
ナ
林
に
到
着
。

涼
し
い
風
に
自
然
の
恵
み
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
、

「
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
。

ブ
ナ
林
か
ら

元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
」

と
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

栃 尾

大
自
然
の
恵
み
を
満
喫

守
門
雨
晴

あ
ば
ら
せ

大
ブ
ナ
林
探
訪
会▲大人も子どもも深緑

のブナ林を満喫。

寺
泊
港
ま
つ
り
が
八
月
六
日
と
七
日
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
伝
統
芸
能
や
花
火
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

六
日
に
み
な
と
公
園
で
行
わ
れ
た
寺
泊
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
子
供
樽た

る

み
こ
し
や
地
域
民
謡
流
し
が
各
町
内
を
巡

回
。
ゲ
ス
ト
に
歌
手
の
前
川
清

さ
ん
な
ど
を
迎
え
、
大
倉
修
吾

さ
ん
と
の
軽
快
な
ト
ー
ク
と
歌

声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

七
日
の
海
上
大
花
火
大
会
で

は
、
日
本
初
の
「
海
上
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
」
が
夜
空
と
水
面
を
彩

る
と
、
十
二
万
人
の
大
観
衆
か

ら
感
動
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。

寺 泊

歌
と
踊
り
と
花
火
の
共
演

寺
泊
港
ま
つ
り
に
十
二
万
人
が

▲県外でも好評の伝統の寺泊太鼓
も祭りムードを盛り上げました。

長

岡

公園つくり委員が８年にわたり奔走

住民みんなの力で公園が完成

虫
亀
地
区
で
震
災
後
初
と
な
る
お
盆
祭
り
「
甦
れ

山
古
志

の
空
」
が
、
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
、
今
ま
で
支
援
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝
と
被
災
し

た
諏
訪
神
社
の
再
建
を
祝
い
、
旧
虫
亀
小
学
校
や
神
社
境
内
な

ど
で
開
催
さ
れ
た
も
の
。
神
楽
舞
や
牛
の
角
突
き
、
震
災
の
体

験
を
も
と
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
上
演
の
ほ
か
、
盆
踊

り
が
行
わ
れ
、
夜
が
更
け
る

ま
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
虫
亀
区
長
の
長
島

忠
栄

た
だ
え
い

さ
ん
は
「
住
民
に
元
気

を
出
し
て
も
ら
い
、
一
日
も

早
く
元
の
姿
に
戻
し
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

山古志

震
災
後
初
の
お
盆
祭
り

甦
れ

山
古
志
の
空

▲住民総出の盆踊り。２年ぶり
の祭りに復興への思いを込める。

中
之
島
地
域
の
小
学
三
年
生
以
上
が
参
加
し
て
第
三
十
五
回

中
之
島
少
年
球
技
大
会
が
八
月
五
日
、
中
之
島
野
球
場
な
ど
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
野
球
に
七
チ
ー
ム
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
十

四
チ
ー
ム
が
参
加
。
真
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
プ
レ
ー
に
、
保
護

者
や
地
域
の
人
た
ち
か
ら

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

大
会
に
向
け
、
早
朝
五

時
か
ら
親
子
で
練
習
す
る

風
景
は
、
中
之
島
地
域
の

夏
休
み
の
風
物
詩
に
な
っ

て
い
ま
す
。

中之島

親
子
の
朝
練
は
夏
休
み
の
風
物
詩

熱
戦
！
少
年
球
技
大
会

▲力強い応援に選手たちのプレ
ーにも力が入ります。

▲公園の完成を記念しタイムカプセルの埋設も行われました。
未来の自分や町内会へのメッセージは10年後に開けられます。
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「
共
育
の
里
山
ラ
ビ

ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
」
で
八

月
十
九
日
、
フ
ァ
ー
ム

主
催
の
竹
灯
籠

と
う
ろ
う

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
ナ
イ
ト
＆
夕
涼

み
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
地
元
の

竹
で
一
つ
一
つ
手
作
り

し
た
竹
灯
ろ
う
千
三
百

個
が
、
会
場
の
里
山
を
彩
り
ま
す
。
長
岡
地
域
か
ら
訪
れ
た
人

は
「
竹
灯
ろ
う
が
と
て
も
き
れ
い
」
と
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の

中
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

和 島

竹
灯
ろ
う
の
優
し
い
光
に
包
ま
れ

夕
涼
み
里
山
コ
ン
サ
ー
ト

▲ほのかな竹灯ろうに照らされ、里山
にギターや尺八の音色が広がりました。

与
板
小
学
校
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
約
五
十

人
が
八
月
五
日
、「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
バ
ス

ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
市
制
一
〇
〇
周
年
・
合
併
記

念
事
業
と
し
て
、
長
岡
青
年
会
議
所
が
主
催
し

た
も
の
で
、
そ
の
名
も
『
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

ド

リ

ー

ム

Ｃ
ａ
ｎ

キ

ャ

ン

Ｂ
ｕ
ｓ

バ

ス

』。
参
加
者
た
ち
は
、
バ
ス
に
描
か
れ
た

与
板
地
域
の
花
・
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
色
を
塗
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
夢
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

色
付
け
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち
は
「
余
白
に

何
を
書
い
て
も
い
い
よ
」
の
声
を
合
図
に
、
自

分
の
名
前
を
書
い
た
り
、
手
形
を
残
し
た
り
。

『
花
と
緑
と
名
画
の
与
板
小
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
ど
お
り
、
キ
ャ
ン
・
バ
ス
の
上
に
個
性

あ
ふ
れ
る
名
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

バ
ス
は
九
月
二
十
三
日
ま
で
、
み
ん
な
の
夢

や
思
い
出
を
乗
せ
市
内
を
走
り
ま
す
。

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
小
国
地
域
を
縦
断
す
る
国
道
４
０

３
・
４
０
４
号
沿
い
で
サ
ル
ビ
ア
が
色
鮮
や
か
な
花
を
付
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

地
域
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
十
九
年
前
に
始
ま
っ
た

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
。
当
初
、
苗
四
千
本
、
距
離
は
二
キ
ロ

ほ
ど
で
し
た
が
現
在
、
そ

の
数
は
一
万
三
千
本
、
全

長
七
キ
ロ
に
及
び
ま
す
。

参
加
者
は
延
べ
三
千
人
を

超
え
、
花
摘
み
や
草
取
り

な
ど
丹
念
に
管
理
。
地
域

ぐ
る
み
で
美
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

小 国

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
が
は
ぐ
く
む

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
鮮
や
か
に▲真っ赤に染まったサルビア。

道行く人に元気を与えてくれます。

与

板

与板小６年生がキャン・バスにペイント

走れ！みんなの夢乗せて

ト
ロ
ピ
カ
ル
サ
ウ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
八
月
十
六
日
、
み
し
ま
体
育
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
島
ま
つ
り
の
新
イ
ベ
ン
ト
で
、
三
島
地
域
出
身
の
ダ
ン
サ

ー
な
ど
地
域
内
外
の
十
二
チ
ー
ム
が
出
演
。
若
者
た
ち
が
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
や
レ
ゲ
エ
の
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
多
彩
な
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

大
花
火
大
会
が
夜
空
を
彩

る
と
、
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

は
さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。

花
火
と
ダ
ン
ス
の
共
演
に
、

集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
か

ら
盛
ん
に
歓
声
や
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
そ
ば
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
る
越

路
原
の
畑
で
八
月
十
九

日
、
そ
ば
づ
く
り
を
満

喫
し
よ
う
と
い
う
市
制

一
〇
〇
周
年
・
合
併
記

念
事
業
小
さ
な
心
の
旅

「
そ
ば
づ
く
り
名
人

（
匠
）」
の
種
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
二
十
人
は
、
専
門
家
の
説

明
を
受
け
た
後
、
担
当
す
る
畝
の
種
ま
き
に
挑
戦
。
作
業
を
終

え
た
親
子
は
「
お
い
し
い
そ
ば
が
食
べ
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

十
月
の
収
穫
が
と
て
も
楽
し
み
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

三 島

若
さ
で
三
島
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ろ
！

華
麗
な
る
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

越 路

そ
ば
づ
く
り
名
人
の
技
を
体
験

越
路
原
で
そ
ば
の
種
ま
き

▲バスの車体に手形をペイントする子どもたち。ドリーム・キ
ャン・バスは今夏の忘れられない思い出となりました。

▲参加した若者自らパワーあふれ
るステージを演出。

▲品種は味が濃くておいしい「信
濃１号」。収穫の秋が待ち遠しい。
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●
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

大
口
れ
ん
こ
ん
収
穫
体
験
ツ
ア
ー

～
百
聞
一
見
如

ひ
ゃ
く
ぶ
ん
は
い
っ
け
ん
に
し
か
ずお

い
し
い

中
之
島
実
り
発
見
～

日
時
＝
９
月
30
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

集
合
＝
中
之
島

支
所

内
容
＝
大
口
れ
ん
こ
ん
収

穫
体
験
、
採
れ
た
て
れ
ん
こ
ん
の

昼
食
、
小
松
菜
・
き
の
こ
生
産
農

家
見
学
ほ
か

定
員
＝
25
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
。
希
望
に
よ
り
長

岡
駅
ま
で
送
迎
）

参
加
料
＝
大

人
２
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
、０
０
０
円

申
９
月
15
日

ま

で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

「
大
口
れ
ん
こ
ん
収
穫
体
験
ツ
ア

ー
参
加
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

長
岡
駅
ま
で
の
送
迎
希
望
の
有
無

を
記
入
し
、
〒
９
５
４
─
０
１
９

２
（
住
所
記
入
不
要
）
中
之
島
支

所
地
域
振
興
課
へ

●
「
サ
ー
カ
ス
」
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
10
月
８
日

午
後
６
時
か

ら

会
場
＝
中
之
島
文
化
セ
ン
タ

ー
・
文
化
ホ
ー
ル

料
金
＝
全
席

指
定
４
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発

売
＝
９
月
10
日

午
前
10
時
か
ら

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

（
１
人
４
枚
ま
で
）
※
地
元
合
唱

団
「
越
の
コ
ー
ラ
ス
」
に
よ
る
新

・
長
岡
市
歌
を
含
む
３
曲
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
の
合
唱
あ
り

●
こ
し
じ
秋
ま
つ
り

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

会
場
＝
越
路
支

所
周
辺

内
容
＝
一
万
人
な
べ

（
無
料
。
お
わ
ん
と
は
し
を
持
参
）、

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
、
巴

と
も
え

太
鼓

演
奏
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行

（
有
料
）
、
地
元
農
産
物
販
売
な

ど

問
越
路
支
所
産
業
課
内
こ
し

じ
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局


合
併
記
念
展
「
長
岡
藩
栃
尾
町

検
断
富
川
大
塊
と
ゆ
か
り
の
文

人
た
ち
展
」
～
通
い
合
う
書
画

の
心
～

幕
末
に
文
人
と
し
て
も
活
躍
し

た
栃
尾
の
富
川
大
塊

た
い
か
い

と
、
長
岡
な

ど
の
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
の
書
画

約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
９
月
16
日

～
11
月
19
日


（
月
曜
日
休
館
。
た
だ
し
９
月

18
日

、
10
月
９
日

は
開
館
。

翌
日
休
館
）

開
館
時
間
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時

30
分
ま
で
）

観
覧
料
＝
一
般
５

０
０
円
、
大
学
・
高
校
生
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料


こ
ど
も
造
形
講
座
「
折
り
染
め

で
美
を
み
つ
け
よ
う
」

和
紙
を
工
夫
し
て
折
り
た
た
み
、

数
種
類
の
染
料
で
染
め
る
折
り
染

め
の
技
法
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
23
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
栃
尾
美
術
館

ア
ト
リ
エ

対
象
＝
５
歳
～
中
学

生
（
小
学
１
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

講
師
＝
造
形
作
家
・
深
沢
三
枝
子

さ
ん

持
ち
物
＝
手
ふ
き
タ
オ
ル

・
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

参
加
料

＝
５
０
０
円

申
９
月
12
日

～

21
日

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中
之
島
支
所
地
域
振
興
課


61
・
２
０
１
０

中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー


66
・
１
３
１
０

越
路
支
所
産
業
課


92
・
５
９
０
３

栃
尾
美
術
館


53
・
６
３
０
０

▲こしじ秋まつり名物の
「１万人なべ」

⑤

寺
泊
漁
師
の
網
干
し
作
業

写
真
は
、
昭
和
四
十
八
年
こ

ろ
に
寺
泊
松
沢
町

ま
つ
ざ
わ
ち
ょ
う

地
内
で
撮
影

さ
れ
た
網
干
し
作
業
の
様
子
で

す
。漁

を
終
え
て
網
を
陸
に
上
げ
、

引
っ
か
か
っ
て
い
る
小
魚
や
カ

ニ
な
ど
を
丹
念
に
取
り
除
く
漁

師
。
破
れ
た
と
こ
ろ
を
繕
い
、

次
の
漁
に
備
え
ま
す
。

近
年
は
石
油
化
学
製
品
の
漁

網
が
普
及
し
た
こ
と
や
、
漁
業

に
従
事
す
る
人
の
数
が
減
っ
た

こ
と
か
ら
、
網
を
干
す
作
業
を

目
に
す
る
機
会
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

寺
泊
で
は
昔
か
ら
、
魚
の
通

り
道
に
網
を
張
る
「
刺
網

さ
し
あ
み

」
の

漁
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
は
ア
ジ
や
サ
ケ
、
マ

ス
な
ど
が
中
心
で
す
が
、
昭
和

三
十
年
代
は
、
今
や

高
級
魚
と
な
っ
た
イ

ワ
シ
が
多
く
水
揚
げ

さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
関
西

と
東
北
、
北
海
道
を

結
ぶ
交
易
船
「
北
前

船
」
の
寄
港
地
と
し

て
に
ぎ
わ
っ
た
寺
泊
。

港
を
取
り
巻
く
環
境

は
時
代
と
と
も
に
変

わ
り
ま
し
た
が
、
港

町
を
支
え
る
漁
師
の

心
意
気
は
、
今
も
変

わ
ら
ず
息
づ
い
て
い

ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

秋
の
地
そ
ば
と
雁
木
あ
い
ぼ

ツ
ア
ー

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

集
合
＝
長
岡
駅

東
口

コ
ー
ス
＝
長
岡
駅
→
栃
尾

・
上
塩
（
塩
の
宮
散
策
、
そ
ば
打

ち
、
昼
食
）
→
栃
尾
市
街
・
雁
木

あ
い
ぼ
→
道
の
駅
と
ち
お
・
Ｒ
２

９
０
街
道
ま
つ
り
→
長
岡
駅
（
解

散
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円
（
そ
ば
打

ち
体
験
料
、
昼
食
代
、
保
険
料
含

む
）

申
９
月
11
日

～
20
日


に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

会
場
＝
み
ん
な
の
体
験
館
（
小
国

町
小
国
沢
）

定
員
＝
各
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
８
０
０
円

か
ら
（
延
命
の
湯
「
養
楽
館
」
入

館
料
含
む
）

申
各
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
（
水
曜
日
休
館
）

●
高
校
生
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会
＆
電
子
作
品
コ
ン
テ
ス

ト
（
入
場
無
料
）

県
内
の
工
業
学
科
の
高
校
生
が

製
作
し
た
輪
投
げ
ロ
ボ
ッ
ト
、
サ

ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
、
マ
イ
コ
ン
・

カ
ー
・
ラ
リ
ー
の
競
技
会
で
す
。

参
加
作
品
の
展
示
と
ア
イ
デ
ア
や

出
来
映
え
な
ど
を
審
査
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
16
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
（
競
技
大
会
は
午

前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
）

会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

問

工
業
振
興
課
ま
た
は

新
潟
県
電

子
機
械
工
業
会

21
・
５
４
０
０

●
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０

６
「
布
ぞ
う
り
作
り
体
験
」

日
時
＝
①
10
月
14
日

午
後
１
時

～
４
時
②
10
月
15
日

午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
（
昼
休
憩
あ
り
）

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

講
師
＝

道
の
駅
良
寛
の
里
わ
し
ま
「
も
て

な
し
家
」
ス
タ
ッ
フ

定
員
＝
①

10
人
②
15
人
（
い

ず
れ
も
先
着
）

持
ち
物
＝
木
綿
の

布
（
古
い
ゆ
か
た
、

シ
ー
ツ
な
ど
）
を
幅
６
～
７
㎝
×

長
さ
１
～
２
ｍ
く
ら
い
に
裂
い
た

も
の
を
15
本
程
度
、
木
綿
糸
、
針
、

は
さ
み
、
８
号
か
ぎ
針
（
お
持
ち

の
人
の
み
）

参
加
料
＝
５
０
０

円

申
９
月
11
日

か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

●
花
と
緑
の
教
室

①
秋
植
え
球
根
の
植
え
方
育
て
方

日
時
＝
９
月
30
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
小
林

正
夫
緑
花
推
進
指
導
員

参
加
料

＝
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

持

ち
物
＝
筆
記
用
具

申
９
月
21
日


ま
で

②
初
心
者
基
礎
講
座

花
の
選
び
方
や
種
の
ま
き
方
、

育
て
方
、
病
害
虫
の
防
除
な
ど
園

芸
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
10
月
３
日

・
10
日

・

17
日

・
24
日

・
30
日

、
11

月
７
日

午
後
２
時
～
３
時
30
分

（
計
６
回
）

会
場
＝
北
地
域
図

書
館
（
10
月
17
日
は
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所
前
）

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

講
師
＝

小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導
員

参

加
料
＝
３
、５
０
０
円
（
材
料
費
。

初
回
に
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

申
９
月
４
日

～
22
日


③
庭
木
の
冬
囲
い
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
14
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所
前

講

師
＝

長
岡
市
公
園
緑
地
協
会

定
員
＝
60
人
（
先
着
）

持
ち
物

＝
軍
手
、
せ
ん
定
は
さ
み

申
９

月
14
日

～
10
月
10
日


11 市政だより 2006.9

●
代
替
家
屋
や
償
却
資
産
に

対
す
る
固
定
資
産
税
と
都

市
計
画
税
が
減
額
に
な
り

ま
す

震
災
で
損
壊
し
た
家
屋
や
償

却
資
産
の
代
わ
り
に
、
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

家
屋
な
ど
は
、
取
得
し
た
翌
年

度
か
ら
４
年
間
、
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
減
額
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

問
資
産
税
課

39
・
２
２
１
３
、

中
之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾

の
各
支
所
は
税
務
課
、
三
島
・

山
古
志
・
小
国
・
和
島
・
与
板

の
各
支
所
は
市
民
生
活
課

●
被
災
住
宅
解
体
廃
棄
物
の

運
搬
処
理
は
早
め
に
手
続

き
を
！

震
災
で
住
宅
に
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
た
人
が
、
住
宅
を

解
体
や
修
繕
す
る
と
き
に
発
生

す
る
廃
棄
物
の
運
搬
処
理
支
援

制
度
の
適
用
期
限
は
12
月
30
日


ま
で
で
す
。
制
度
を
利
用
す

る
人
は
10
月
31
日

ま
で
に
被

災
住
宅
解
体（
修
繕
）計
画
書
な

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
長
岡
地
域
、
越
路
地
域
、

山
古
志
地
域
、
小
国
地
域
、
栃

尾
地
域

問
環
境
施
設
課

24

・
２
８
３
８
、
越
路
・
山
古
志

・
小
国
の
各
支
所
は
市
民
生
活

課
、
栃
尾
支
所
は
環
境
衛
生
課

●
被
災
住
宅
復
興
資
金
融
資

の
取
り
扱
い
は
来
年
３
月

ま
で
で
す

長
岡
市
住
宅
建
設
等
制
度
融

資
「
被
災
住
宅
復
興
資
金
」
の

取
り
扱
い
は
来
年
３
月
ま
で
で

す
。
資
金
の
借
り
入
れ
を
予
定

し
て
い
る
人
は
市
内
の
取
扱
金

融
機
関
に
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

条
件
＝
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
に
住
宅
の
工
事
が
完
了
ま
た

は
売
買
契
約
の
締
結
を
す
る
こ

と

問
建
築
住
宅
課

39
・
２

２
６
５
、
越
路
支
所
は
地
域
振

興
課
、
山
古
志
支
所
は
復
興
推

進
室
、
そ
の
他
の
支
所
は
建
設

課
新
潟
県
中
越
大
地
震
復
興
基

金
の
メ
ニ
ュ
ー
が
追
加
、
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
市

政
だ
よ
り
９
月
号
と
同
時
配
布

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
復
興
推
進
室

39
・
２
２
６

１

栃
尾
支
所
地
域
振
興
課


52
・
５
８
１
５


52
・
３
９
９
０

tco-chiiki@
city.nagaoka.lg.jp

養
楽
館
（
小
国
地
域
）


95
・
３
１
６
１

工
業
振
興
課

32
・
２
２
２
２

公
園
緑
地
課


39
・
２
２
３
０

国
際
文
化
課

32
・
２
２
０
７


39
・
２
２
８
０

震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

15


8


6


10/2


30


9/23


期
日

午
前
９
時～

正
午

午
前
10
時～

正
午

午
前
９
時～

正
午

時

間

あ
ん
ぶ
づ
く
り

き
の
こ
料
理

折
り
紙
ア
ー
ト

う
ど
ん
づ
く
り

小
国
和
紙
細
工

お
菓
子
づ
く
り

内

容

第３回長岡空襲体験者座談会（無料）
旧制阪之上国民学校（現阪之上小学校）の卒業生

が長岡空襲の体験を語ります。直接会場へどうぞ。
日時＝９月24日午後１時30分～４時
会場＝市民センター202・203会議室

問庶務課39・2203



●
な
が
お
か
農
業
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
②
は
中

止
）

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農

業
セ
ン
タ
ー
、
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
ポ
ニ
ー
広
場

内
容
＝
①

農
業
ふ
れ
あ
い
体
験
…
稲
刈
り

（
後
日
新
米
１
㎏
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、

芋
掘
り
（
収
穫
後
持
ち
帰
り
）
②

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
…
牛
の

乳
し
ぼ
り（
疑
似
体
験
）、
ポ
ニ
ー

乗
馬
（
対
象
は
４
歳
～
小
学
６
年

生
）、
牧
草
ロ
ー
ル
に
お
絵
か
き
③

農
産
物
な
ど
の
販
売
…
水
車
を
使

っ
た
餅
づ
く
り
の
実
演
、
農
家
お

か
あ
ち
ゃ
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
（
旬
の

野
菜
の
手
作
り
料
理
）、
農
産
物
（
旬

の
野
菜
、
ハ
ー
ブ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
鉢
物
な
ど
）
の
直
売
な
ど

体

験
料
＝
①
大
人
２
０
０
円
、
小
学

生
以
下
１
０
０

円
（
農
家
料
理

と
餅
、
豚
汁
付

き
）
②
ポ
ニ
ー

乗
馬
の
み
３
０

０
円


五
目
お
こ
わ
講
座

日
時
＝
９
月
27
日

午
前
９
時
～

正
午

定
員
＝
18
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
料
＝
４
０
０
円


悠
久
ま
ん
じ
ゅ
う
講
座

日
時
＝
10
月
11
日

午
前
９
時
～

正
午

定
員
＝
12
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
料
＝
３
０
０
円

◇

◇

申


と
も
９
月
15
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
希
望
の
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信

の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
８
２

１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ


な
が
お
か
市
民
大
学

①
魂
の
叫
び
を
今
こ
そ
受
け
と
め

て
み
た
い
～
生
き
る
―
文
学
か

ら
考
え
る
―

日
本
の
近
代
・
現
代
の
文
学
に

描
か
れ
た
、
人
間
が
生
き
る
姿
を

通
じ
て
あ
ら
わ
れ
る
人
生
へ
の
問

い
の
形
を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
５
日
～
26
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
計
４

回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

受

講
料
＝
２
、
０
０
０
円

講
師
＝

長
岡
技
術
科
学
大
学
助
教
授
・
若

林
敦
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
40
人

（
先
着
）

②
あ
の
人
こ
の
人
の
意
外
な
人
間

く
さ
さ
！
～
伝
記
・
自
伝
の
お

も
し
ろ
さ

伝
記
や
自
伝
を
通
し
て
、
豊
か

に
生
き
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
10
日
～
31
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時
（
計

４
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

受
講
料
＝
２
、０
０
０
円

講
師
＝

長
岡
大
学
教
授
・
岡
野
宏
昭
さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）


う
る
お
い
ラ
イ
フ

①
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

日
常
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、

女
性
の
生
き
方
や
生
活
情
報
を
楽

し
く
学
び
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
計
６
回
）

会
場
＝
中
央
公
民

館
４
０
１
教
室
（
10
月
24
日

は

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
館
外

学
習
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、
５
０
０
円
（
手
ま

り
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
材
料
費
）

②
き
も
の
着
付
け
コ
ー
ス

日
時
＝
10
月
５
日
～
11
月
16
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
計
７
回
）

会
場
＝
中
央
公

民
館
和
室

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
着
物
、
帯
な
ど


緑
の
学
校

地
球
温
暖
化
防
止
や
、
森
林
浴

な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る

森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
や

木
材
の
使
い
方
な
ど
を
、
体
験
を

中
心
に
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
＝
①
10
月
３
日

午
後
７
時

～
８
時
30
分
②
10
月
７
日

、
11

月
11
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
計
３
回
）

会
場
＝
①
中
央
公

民
館
②
森
林
で
体
験
学
習
（
昼
食

持
参
）

講
師
＝
県
長
岡
地
域
振

興
局
職
員

定
員
＝
30
人
（
先
着
。

②
は
親
子
で
の
参
加
も
可
）

参

加
料
＝
無
料
（
保
険
料
２
５
０
円

は
実
費
）◇

◇

申



と
も
中
央
公
民
館
へ
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
（


は
９
月
11
日

か
ら
）

●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座


親
子
で
楽
し
む
リ
ズ
ム
遊
び

日
時
＝
９
月
20
日

・
27
日

、

10
月
４
日

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
計
３
回
）

会
場
＝
富

曽
亀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
小
杉
千
穂

子
さ
ん

対
象
＝
入
園
前
の
２
～

３
才
の
幼
児
と
保
護
者
（
家
族
な

ら
ど
な
た
で
も
可
）

定
員
＝
20

組
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
組
５
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282,889人
（＋60）

138,342人
（＋22）

144,547人
（＋38）

96,137世帯
（＋89）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.8.1（前月比）

農
政
課


39
・
２
２
２
３

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

中
央
公
民
館


32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

chu-kou@
city.nagaoka.niigata.jp

生
涯
学
習
相
談
室


・

38
・
６
５
５
２

▲楽しい芋掘り体験

地域づくり全国交流会議長岡大会（無料）
地域づくり活動に取り組んでいる全国の市民団体

が参加して、情報交換などを行います。これからの
地域づくりについて考えてみませんか。
日時＝11月１日午前９時30分～午後５時30分
会場＝ホテルニューオータニ長岡
内容＝●地域づくり表彰審査会（午前９時50分から）

表彰団体によるプレゼンテーション
●基調講演（午後１時45分から）
「歴史と文化のまちづくり」
～米百俵の精神を生かして～
講師＝作家・半藤一利さん

●分科会（午後３時から）
①震災からのまちづくり
②歴史と伝統を生かしたまちづくり
③外国人との交流を通したまちづくり

●地域づくり表彰式（午後４時45分）
申10月４日までに往復はがきの往信の裏に、住所、
氏名、電話番号、希望の分科会番号を、返信の表に
住所、氏名を記入し、〒940－0061城内町３の４の14
長岡市都市計画課39・2225へ

11/７


31


24


17


10


10/３


期
日

和
紙
ち
ぎ

り
絵
に
挑

戦 充
実
し
た

生
き
方
を

考
え
る

手
ま
り
を

つ
く
ろ
う

お
も
て
な

し
の
マ
ナ

ー 自
分
色
で

輝
く
カ
ラ
ー

セ
ラ
ピ
ー

楽
し
く
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

テ
ー
マ

和
紙
ち
ぎ
り
絵
講
師

・
郷
柾
子
さ
ん

マ
ッ
ク
ス
・
ゼ
ン
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
代

表
取
締
役
・
丸
山
結

香
さ
ん

栃
尾
て
ま
り
の
会

全
日
本
マ
ナ
ー
検
定

協
会
・
新
保
朝
子
さ

ん カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト

・
津
久
田
紘
子
さ
ん

新
潟
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
理
事
・

小
林
秀
夫
さ
ん

講

師

０
０
円

持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、

軍
手

申
９
月
11
日

か
ら


心
身
の
健
康
づ
く
り
講
座
～
ス

ト
レ
ス
解
消
と
心
身
の
ケ
ア
～

民
謡
と
軽
い
運
動
で
心
と
体
の

ス
ト
レ
ス
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
健
康

な
心
身
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日

・
27
日

、

10
月
４
日

・
11
日

・
18
日


午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
計
５
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
３
階
和
室

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
稲
穂
寿
紫

い
な

ほ

ひ
さ

し

さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

持
ち
物
＝
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

申
９
月

11
日

か
ら


き
も
の
簡
単
着
付
講
座

日
時
＝
９
月
29
日

、
10
月
６
日


・
20
日

・
27
日

、
11
月
17

日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
計
５
回
）

会
場
＝
与
板
体
育
館

３
階
和
室

講
師
＝
ま
ち
の
先
生

・
古
塩
代
子
さ
ん

定
員
＝
25
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

持
ち
物
＝
浴
衣
、
半
巾
帯
、
肌
着
、

裾
除
、
足
袋
、
細
ひ
も
５
本
、
洗

濯
ば
さ
み
３
個
、
タ
オ
ル
５
枚
、

前
板

申
９
月
11
日

か
ら


た
こ
を
作
っ
て
大
空
に
飛
ば
し

て
み
よ
う

親
子
で
障
子
紙
を
使
っ
た
簡
単

な
ダ
イ
ヤ
だ
こ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
10
時
～

正
午
（
希
望
者
の
み
午
後
か
ら
た

こ
揚
げ
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム
２
階
展

示
場

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
凧

サ
ー
ク
ル
「
ぽ
れ
ぽ
れ
」

対

象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定

員
＝
親
子
20
組
（
先
着
）

参
加

料
＝
５
０
０
円

持
ち
物
＝
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
、
30
㎝
定
規
、
た
こ
揚

げ
に
参
加
す
る
人
は
昼
食

申
９

月
11
日

か
ら


め
ざ
そ
う
！
１
０
０
歳

「
ハ
ツ
ラ
ツ
寿
命
」

日
時
＝
10
月
４
日

・
18
日

、

11
月
１
日

・
15
日

・
29
日


午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
計
５
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
＝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予

防
と
改
善
の
た
め
の
ソ
フ
ト
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
や
体
質
改
善
体
操
な
ど

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
山
崎
博
子

さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

（
マ
ッ
ト
用
）、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装
、
筆
記
用
具

申
９
月

13
日

か
ら


飾
り
う
り
に
絵
を
描
こ
う

日
時
＝
10
月
４
日

・
11
日

午

後
１
時
30
分
～
４
時
（
計
２
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
４
０
１
教
室

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
加
藤
武
次

さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

持
ち
物

＝
水
入
れ
、
新
聞
紙

申
９
月
13

日

か
ら


箏
（
こ
と
）
体
験
教
室

日
時
＝
10
月
６
日

・
13
日

午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
（
計
２

回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
３
階

和
室

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・
鈴

木
奈
緒
子
さ
ん

定
員
＝
10
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

申
９
月
13

日

か
ら

●
伝
長
岡
藩
ゆ
か
り
の
兜
展
示
中

地
震
で
破
損
し
た
兜

か
ぶ
と

（
柏
葉
文

様
の
前
立
）
の
修
復
が
完
了
し
ま

し
た
。
長
岡
武
士
が
伝
え
た
と
い

う
貴
重
な
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
月
曜
日
休
館
。
た
だ
し
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５

０
円
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郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

「ながおか環境まつり」と「土木フェスティバル
in ＮＡＧＡＯＫＡ2006」同時開催（無料）

日時＝９月23日午前10時～午後５時、24日午前10

時～午後４時 会場＝ハイブ長岡

◇環境まつり
内容＝新エネルギーの普及促進ＰＲ、環境にやさしい

料理実演、発電のメカニズム体験、リサイクル自転車

抽選販売、フリーマーケット、ＮＡＭＡＲＡステージ

など 問環境政策課24・0528

◇土木フェスティバル
内容＝土木機械の展示、実

演、試乗（23日のみ）、土木

クイズ（賞品あり）、工作教

室など 問道路管理課39

・2232

「すこやか・ともしびまつり2006」と
「ふれ愛コンサートinながおか」を同時開催

◇「すこやか・ともしびまつり2006」

福祉、健康に関する団体の作品展示・活動紹介・手

作り品販売や来場者のみなさんと一緒に楽しめる参加

体験コーナーなど、盛りだくさんのお祭りです。

日時＝10月７日正午～午後５時、８日午前10時～

午後４時 会場＝ハイブ長岡、千秋が原ふるさとの森 問

福祉総務課39・2217

関連イベント「骨と関節の日」記念行事講演会

〈講演Ⅰ〉「私の生き方」

講師＝女優・中村メイコさん

〈講演Ⅱ〉「頑張りすぎていませんか」

講師＝さわやか福祉財団理事・河田珪子さん

日時＝10月７日午後１時～４時 会場＝リリックホ

ール・シアター 定員＝400人（先着） 問同講演会事

務局・こしじ医院41・0707

◇「ふれ愛コンサートinながおか」

障害のある人もない人も一緒に楽しめる手づくりコ

ンサートです。今年は「市制100周年」「市町村合併」

をテーマに開催します。直接会場へどうぞ。

日時＝10月８日午後１時30分から 会場＝ハイブ長

岡２階特別会議室けやき 出演＝こしじ巴
ともえ

太鼓、桜花

園、ドン・ぐらーず、ひまわりコーラス、南中学校吹

奏楽部 問福祉相談課39・2218、32・0160

▲子どもたちに大人気の土
木機械の試乗体験

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午前９時30分から（再放送：月曜日①午後
４時30分②午後７時③午後11時④深夜０時、翌週日曜日⑤正
午⑥午後７時）※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組



●
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
・
筑

波
大
学
名
誉
教
授
白
川
英
樹
氏

講
演
会
（
無
料
）

長
岡
技
術
科
学
大
学
開
学
30
周

年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
市
立
劇

場

演
題
＝
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ

ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～
導
電
性

高
分
子
の
発
見
と
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
ー
～

申
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
人
数
を
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
長
岡
技
術

科
学
大
学
学
務
課

47
・
９
２
４

３
、

47
・
９
０
５
０
、
Ｅ
メ
ー

ルgak
u
m
u
k
a@

jcom
.n
ag

aok

au
t.ac.jp

へ

す
べ
て
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


子
ど
も
の
本
を
読
む
会（
無
料
）

日
時
＝
９
月
13
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
寺
村
輝
夫
さ

ん
の
作
品
「
追
悼
の
意
を
こ
め
て
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１


映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
①
９
月
12
日

午

後
２
時
～
３
時
30
分
「
ス
テ
キ
な

彼
女
」（

年
台
湾
）
②
９
月
23
日


午
後
２
時
～
４
時
５
分
「
大
地

の
う
た
」（

年
イ
ン
ド
）
③
10
月

７
日

午
後
２
時
～
４
時
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
コ
ロ
ン
バ
イ

ン
」（

年
カ
ナ
ダ
）

会
場
＝
中

央
図
書
館
講
堂

定
員
＝
１
９
０

人
（
先
着
）


読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
22
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
夏
目
漱
石
著

「
彼
岸
過
迄
」

会
場
・
問
＝
互
尊

文
庫

35
・
７
９
８
１

●
み
に
み
に
上
映
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
17
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
世
界
の
童
話

「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
・

ア
リ
バ
バ
と
ぼ
う
け
ん
」、「
織
田

信
長
」

●
『
長
岡
市
政
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ

み
』
を
読
む
会
（
無
料
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
11

月
15
日
は
午
後
１
時
～
４
時
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
（
11
月

15
日
は
現
地
）

講
師
＝
『
長
岡

市
政
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
編
集

委
員

定
員
＝
40
人（
先
着
）

テ

キ
ス
ト
＝
『
長
岡
市
政
一
〇
〇
年

の
あ
ゆ
み
』（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

申
９
月
11
日

か
ら
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
６
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合

10
月
12
日

に
延
期
）

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
10
月
15
日

・
11
月
５
日


午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
＝
小
学
３
年
生
～
高
校
生
ま

た
は
そ
の
親
子

定
員
＝
15
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
４
０
０
円

（
材
料
費
・
粘
土
１
㎏
）

申
９

月
12
日

午
前
９
時
～
30
日


●
大
人
の
た
め
の

初
心
者
水
泳
教
室

泳
げ
な
い
人（
70
歳
未
満
）を
対

象
に
、
水
な
れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
ま

で
を
マ
ス
タ
ー
す
る
教
室
で
す
。

日
時
＝
10
月
６
日
～
11
月
10
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
３
時
～
４
時

（
計
６
回
）

定
員
＝
20
人
（
先
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生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８

文
書
資
料
室

36
・
７
８
３
２


37
・
３
７
５
４

m
on

jo@
n
ct9.n

e.jp

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

15


11/1


18


10/4


9/27


期
日

長
岡
市
政
一
〇
〇
年
史
跡
探
訪

バ
ス
ツ
ア
ー
（
千
秋
が
原
～
長

岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
～
市
民
セ
ン

タ
ー
ほ
か

と
も
し
び
運
動
の
推
進
～
と
も

に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
～
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

上
越
新
幹
線
と
北
陸
・
関
越
自

動
車
道
～
高
速
交
通
体
系
の
整

備 戦
災
復
興
と
長
岡
ま
つ
り
～
焦

土
か
ら
立
ち
上
が
る
長
岡
市
民

内

容

第５回いきいき教育推進懇談会
入場無料

市内の小・中学生、保護者、教員のアンケ

ート調査の結果をもとに、「地域・家庭の教育

力」について考えるシンポジウムです。

夢と自信を持って、未来をたくましく生き

る子どもたちを育てるために、地域や家庭で

何が必要なのか、親や大人は何を大切にする

べきかを考えます。直接会場へどうぞ。

日 時＝10月14日午後１時30分～４時

会 場＝市立劇場

テーマ＝「長岡の夢づくり教育 ～地域・家

庭の教育力を考える～」

内 容＝問題提起（長岡市の子どもたちの現

状と保護者、教員の意識より）、パネ

ルディスカッション（教育関係者、

保護者、有識者などの意見交換）

問学校教育課39・2249

青少年文化センターの楽しい教室（後期）参加者募集
期日＝10月7日～12月の土曜日または日曜日
会場＝青少年文化センター

参加は１人１教室です（先着）。11月11日と12日は、水泳教室以
外の教室は休みです。申①～⑤は９月12日午前９時～27日に、
⑥～⑪は９月13日午前９時～27日に電話で青少年文化センター
34・1305へ（教室名、氏名、電話番号、学校名、学年、郵便番号、
住所、年齢（初心者水泳）をお聞かせください）

教室名 対象 定員 参加料 回数 日 時

①絵とデザイン 小2以上

20人

1,000円
10回

10月7日から毎週土曜日
午前10時～11時30分②焼 物 小3以上 2,000円

③星 空 小3以上 無料 7回
10月8日から毎週日曜日
午前10時～11時30分

④理科工作 小3以上 15人 1,500円

10回
⑤電子工作 小5以上

20人
2,000円（材料費別）

⑥書 道 小3以上 1,000円 10月7日から毎週土曜日
午前10時～11時30分⑦パソコン 小5以上 10人 2,000円

⑧将 棋 小1以上 20人 無 料 7回 10月7日から毎週土曜日
午後2時～3時30分⑨模型工作 小3以上 15人 1,000円（材料費別）

10回
⑩絵と工作 小１・２ 20人 1,500円

10月8日から毎週日曜日
午前10時～11時30分

⑪初心者水泳
泳げない
小学生

60人
1,200円

保険料含む
6回

10月7日から毎週土曜日
Ａ班午後1時30分～2時30分
Ｂ班午後2時30分～3時30分

着
）

参
加
料
＝
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
４
０
０
円
、
プ
ー
ル
使
用
料

（
１
回
４
０
０
円

65
歳
以
上

の
人
は
３
０
０
円
）
を
窓
口
で

申
９
月
12
日

午
前
９
時
～
24
日


に
電
話
で

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

９
月
11
日

～
15
日

は
秋
番

組
入
れ
替
え
の
た
め
休
み
ま
す
。

９
月
16
日

か
ら
「
な
ぜ
な
ぜ

地
球
」（
44
分
）
を
投
映
し
ま
す
。

●
温
水
プ
ー
ル

９
月
16
日

か
ら
再
開
し
ま
す
。


講
座「
新
な
が
お
か
の
考
古
学
」

市
内
に
あ
る
遺
跡
や
遺
物
に
つ

い
て
、
専
門
の
学
芸
員
が
考
古
学

の
調
査
・
研
究
成
果
を
発
掘
の
映

像
や
出
土
品
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
計
５
回
）

会
場
＝
中
央
公
民

館
４
０
１
教
室
ほ
か

対
象
＝
一

般

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
10
月
14
日

の
み
50
円

申
９
月
11
日

～
21
日



野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
一
緒
に
、

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
24
日

午
前
８
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
以
上

参
加
料
＝
50
円

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡

な
ど

申
９
月
21
日

ま
で


民
俗
講
座
（
無
料
）

雨
乞ご

い
の
方
法
や
地
域
性
に
つ

い
て
長
岡
地
方
を
中
心
に
解
説
し

ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

３
０
２
教
室

対
象
＝
一
般

申

９
月
28
日

ま
で


キ
ノ
コ
を
調
べ
る
会

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

会

場
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

Ｃ
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、採
集
用
の
袋
、雨
具
、昼
食
、

飲
み
物

申
10
月
５
日

ま
で


キ
ノ
コ
の
展
示
会
（
無
料
）

長
岡
周
辺
で
採
れ
る
キ
ノ
コ
を

展
示
し
、
鑑
定
も
行
い
ま
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
９
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
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科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学
校

４
年
生
～
高
校
生
で
す
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
平
成
19
年
度
市
民
企
画
公
募
型

事
業
募
集
（
選
考
あ
り
）

市
民
が
自
主
的
に
企
画
し
た
事

業
を
財
団
の
自
主
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
19
年
度
に
実
施
ま
た

は
着
手
す
る
事
業

申
９
月
30
日


ま
で


吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
10
日

①
午
後
0
時

30
分
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席

指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、
Ａ
席
４
、

０
０
０
円

出
演
＝
オ
ー
ル
阪
神

巨
人
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
ト
リ
オ
、
大

木
こ
だ
ま
ひ
び
き
ほ
か


長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館

10
周
年
記
念
事
業

①
リ
リ
ッ
ク
演
劇
祭
Vol.
10
シ
ア
タ

ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
２
０
０
６

期
日
＝
11
月
３
日

～
５
日


（
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
第
1
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ア
タ
ー

料
金
＝
全
席
自
由
各
１
、０
０
０
円

（
当
日
各
２
０
０
円
増
。
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
と
市
立
劇
場
で
販
売
）

参
加
劇
団
＝
劇
団
わ
る
だ
く
み
、

A
rea-Z

ero

、
戯
曲
研
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
ユ
ニ
ッ
ト

青
少
年
招
待
＝
50

人
（
申
10
月
５
日

必
着
で
）

②
リ
リ
ッ
ク

響
き

シ
リ
ー
ズ

三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き

合
う
ピ
ア
ノ
～
全
国
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
饗
宴
～

「
響
き
合
う
ピ
ア
ノ
」
に
出
演

し
、
現
在
全
国
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
若
き
演
奏
家
が
再
び
長
岡
に

集
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日

・
５
日

午

後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

出
演
者
＝
19
組

入
場
整
理
券
配

布
開
始
＝
９
月
10
日

か
ら

③
リ
リ
ッ
ク

響
き

シ
リ
ー
ズ

中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き

合
う
歌
声
～
日
本
歌
曲
の
饗
宴
～

「
響
き
合
う
歌
声
」
に
出
演
し
、

現
在
全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る

若
き
声
楽
家
の
共
演
で
す
。

日
時
＝
11
月
12
日

第
１
部
…
午

後
０
時
30
分
か
ら
、
第
２
部
…
午

後
４
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

出
演
者
＝
20
人

特
別
出
演
＝
中

澤
桂

入
場
整
理
券
配
布
開
始
＝

９
月
10
日

か
ら


綾
戸
智
絵
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
６

日
時
＝
12
月
７
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝

全
席
指
定
７
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
９
月
24
日

か
ら
（
24

日

は
、
市
立
劇
場
と
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
窓
口
販
売
の
み
で
、
電

話
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。
25
日


か
ら
は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
残
っ
て
い

る
場
合
、
電
話
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

枚
数
制
限

＝
１
人
４
枚
ま
で


鼓
童
十
二
月
公
演

日
時
＝
12
月
12
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝

全
席
指
定
５
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
９
月
23
日

か
ら

青

少
年
招
待
＝
50
人
（
申
９
月
23
日


～
10
月
６
日

必
着
で
）


ク
リ
ス
マ
ス
３
大
ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア

日
時
＝
12
月
20
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
指
定
３
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト

発
売
＝
９
月
５
日

か
ら

出
演

＝
六
重
奏
団
（
ボ
リ
シ
ョ
イ
歌
劇

場
管
弦
楽
団
）、
イ
リ
ー
ナ
・
ウ
ダ

ロ
ワ
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

青
少
年
招

待
＝
50
人
（
申
９
月
５
日

～
30

日

必
着
で
）


長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５

21


14


８


10／1


9／24


期
日

和
島
地
域

発
掘
調
査
現
地
見
学
（
寺
泊
）

越
路
・
小
国
地
域
、
寺
泊
・
与

板
地
域

長
岡
東
地
域
、
中
之
島
・
山
古

志
・
栃
尾
地
域

市
域
全
体
、
三
島
・
長
岡
西
地

域

対
象
地
域

初秋の市民天体観察会（無料）

日時＝９月15日午後７時～９時（雨天、曇天の場合は中止）
会場＝教育センター（三和２） 内容＝夏の大三角形と秋の
四辺形の観察 定員＝40組（先着。小学生は保護者同伴）
申９月７日～14日に教育センター32・3716



利
用
対
象
者
は
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未
満
の
人

で
す
。
会
場
は
す
べ
て
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
す
。


楽
し
い
教
養
講
座

教
養
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

期
間
＝
10
月
～
来
年
３
月

時
間

＝
午
後
６
時
～
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
）

受

講
料
＝
料
理
１
４
、０
０
０
円
、
花

道
２
０
、５
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン

毛
筆
８
、０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
利

用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
が
別
途

必
要
）

申
９
月
11
日

～
27
日


ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
習
得
教
室

（
基
本
編
）

好
感
度
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し
の
最
終
日
は
、
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ
ー
協

会
「
素
敵
な
押
花

立
体
花
」
展

期
間
＝
９
月
13
日

～
18
日



美
術
を
学
ぶ
高
校
生
絵
画
展

期
間
＝
９
月
20
日

～
25
日



写
団
「
鼓
動
」
写
真
展

期
間
＝
９
月
27
日

～
10
月
２
日


三
来
福

さ
ん
ら
い

ふ

絵
手
紙
展

期
間
＝
10
月
４
日

～
９
日


イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


三
水
会
写
真
展

期
間
＝
９
月
12
日

～
15
日


会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー


米
寿
記
念
夫
婦
展
「
表
装
・
押

花
」

期
間
＝
９
月
17
日

～
21
日

午

前
９
時
～
午
後
５

時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
地
下
イ
ベ

ン
ト
広
場


「
Ｗ
Ｅ
」
押
花
・
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
リ
ン
ト
展

期
間
＝
９
月
17
日

～
21
日


会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー


長
岡
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展

期
間
＝
９
月
25
日

～
10
月
１
日



会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー


は
じ
め
会
10
周
年
記
念
絵
画
展

期
間
＝
９
月
26
日

～
10
月
１
日


午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝

地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場


佐
和
楽
流
大
正
琴
演
奏
発
表
会

日
時
＝
10
月
２
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

●
「
逸
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

珍
品
、
創
作
品
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
「
自
慢
の
逸
品
」
を
市
民
セ

ン
タ
ー
１
階
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
一
点
で
も
展
示
で
き
ま
す
。

申
・
問
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー


39
・
２
７
６
１

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

地
球
広
場
（
１
階
）


39
・
２
７
４
７

●
平
成
18
年
度
秋
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
談
＆
説
明
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

の
紹
介
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
体

験
報
告
、
応
募
方
法
な
ど
の
説
明

会
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
10
月
８
日


対
象
と
時

間
＝
①
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
…
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
②
青
年
海
外
協
力
隊
…
午
後

２
時
～
４
時

会
場
＝
地
球
広
場

参
加
料
＝
無
料

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長

岡
デ
ス
ク

39
・
２
７
１
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２

●
動
く
消
費
者
教
室

三
条
市
の
鶴
巻
養
鶏
場
（
ヨ
ー

ド
卵
）、
新
潟
市
の
本
町
市
場
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

集
合
＝
厚
生
会
館
裏

定
員
＝
30
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
＝
１
、
６
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

申
９
月
19
日


ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
「
動
く
消
費
者
教
室
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返

信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー


39
・
２
７
６
３
の
催
し

女性のための再就職支援講座
～ブランクがあっても大丈夫！～

あなたがあなたらしく働くため
に再就職への第一歩を踏み出しません
か。

時間＝いずれも午前10時～正午 会場
＝202会議室 定員＝30人（要事前申し
込み） 申９月25日までにウィルなが
おか39・2746へ（一時保育を希望す
る人は９月21日まで）

期日 内 容 講 師

9/28


自分を知る「自分がで
きる仕事とは？」

21世紀職業
財団新潟事務
所課長・川嶋
靖子さん

10/2
社会を知る！「企業が
求める人材とは？」

県内企業人事
担当

12


コツを知る！「先輩に
学ぶ！仕事と家事・育
児の両立」

市内在住の再
就職体験者

16


ノウハウを知る！「効
果的な自己アピール法
とは？～面接の心得～」

フリーアナウ
ンサー・小紫
真由美さん

ペン
毛筆 茶 道 花 道 料理 教室

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
～
木
曜
の

４
コ
ー
ス

コ

ー

ス小川流 宗が流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎 茶 抹 茶

30人 各15人 各30人
各
20
人

定
員

（
先
着
）

ー
シ
ョ
ン
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
～
10
月
26
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
計
５
回
）

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
５
０
０

円

申
９
月
11
日

～
26
日



第
２
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

体
を
動
か
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
、
健
康
増
進
と
体
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
10
月
６
日
～
12
月
15
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
11
月
３
日
を
除
く
。
計
10
回
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料

＝
７
０
０
円

申
９
月
13
日

～

27
日



中
級
英
会
話
教
室

英
語
圏
の
国
で
通
用
す
る
英
語

力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時
＝
10
月
３
日
～
12
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９

時
（
計
10
回
）

定
員
＝
30
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０
０

円

申
９
月
12
日

～
29
日



ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
・
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
（
若
年
労
働
者
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
・
相
談
事
業
）

若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
相
談

や
悩
み
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

相
談
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
第
５
水

曜
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
後
６

時
～
９
時
（
１
人
50
分
）

担
当

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
星
野
茂
実
さ
ん

申
随
時

（
要
予
約
）
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６
２
大
手
通
２
の
２
の
６
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
（
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
人
）

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム
「
保
育
士
と
あ
ー
そ
ー

ぼ
！
」

リ
ズ
ム
遊
び
、
シ
ア
タ
ー
、
制

作
な
ど
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
13
日

・
27
日

午

前
11
時
か
ら
45
分
程
度


オ
ー
タ
ム
ち
び
っ
こ
運
動
会

ミ
ニ
競
技
や
ゲ
ー
ム
、
リ
ズ
ム

体
操
な
ど
親
子
で
い
っ
ぱ
い
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
10
月
５
日

午
前
11
時
～

正
午

場
所
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

対

象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

申

９
月
24
日

～
10
月
２
日



子
育
て
ミ
ニ
講
座

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ

●
パ
ー
ト
１
「
生
活
リ
ズ
ム
っ
て

何
？
」

看
護
師
と
一
緒
に
乳
幼
児
の
生

活
の
基
本
（
食
べ
る
・
寝
る
・
遊

ぶ
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
＝
９
月
14
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
40
分
程
度

●
パ
ー
ト
２
「
が
ん
ば
ら
な
い
子

育
て
」

ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
が
保
育
の
思

い
を
伝
え
ま
す
。
そ
の
後
、
保
育

園
入
園
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時
＝
10
月
３
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
40
分
程
度


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
。

日
時
＝
９
月
15
日

・
26
日

、

10
月
10
日

午
前
11
時
か
ら
１
時

間
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
＝
わ

い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ
ス
ポ

ー
ト
（
初
め
て
の
人
は
当
日
お
渡

し
し
ま
す
）


子
育
て
相
談

乳
幼
児
の
子
育
て
の
悩
み
に
つ

い
て
母
子
保
健
推
進
員
が
一
緒
に

考
え
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日

午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

※
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
随
時
保

育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ひ
ろ
ば
」

会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
５
日

午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度

会
場
＝
わ
い
わ

い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

子どもからお年寄りまで楽しめます。子育て情

報も満載です。

家族そろってご参加く

ださい。

日時＝９月23日午前10

時～午後４時

会場＝市民センター

◆市民センター正面

オープニングファンファーレ（午前10時から）、演

奏会（午前11時15分から）、救急車・はしご車見学

（午前11時30分から）

◆地下イベント広場

的あてゲーム（午前10時から）、自由に遊んでみよ

う・さをり織り（午後１時から）、木工体験（午後

１時30分から）、おやこサークル・幼稚園・子育て

サポート団体紹介コーナー、保育園児童の生活展

（手作りおもちゃとあそびのコーナーなど）

◆２階ホールほか

親子おはなし工作教室（午前10時から）、自然の中

で香り体験（午前10時から）、世界のお友達と歌お

う・遊ぼう（午前11時から）、乳幼児の応急手当体

験コーナー（午前11時30分から）、マザーグースで

遊ぼう！（午後1時から）、セルフ・アロママッサ

ージ（午後1時30分から）、体験しよう・リトミッ

ク（午後2時30分から）

◆４階ちびっこ広場

親子フィットネス（午前10時30分から）、ゴムだん

おじさん（午前11時30分から、午後１時30分から）、

保育士のわくわくタイム（午後３時から）

問ちびっこ広場39・2775

子育てフェスティバル2006子育てフェスティバル2006

▲昨年の「手づくりおも
ちゃ」のコーナー

雪国植物園の催し46・0030

開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）

入園料＝大人400円、小・中・高校生50円、幼児無料

■樹木ウオッチング
日時＝10月９日午前10時～正午



市
制
一
〇
〇
周
年
・
合
併
記
念

イ
ベ
ン
ト
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://n
agaok

a100.jp

）
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
企
画
課
内
長
岡
市
制
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

39
・

２
２
０
４

■
小
さ
な
心
の
旅

①
「
戊
辰
戦
争
の
軌
跡
」

そ
の
小
さ
な
物
語
を
訪
ね
て

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分

集
合
（
解

散
）
＝
長
岡
駅
東
口

コ
ー
ス
＝

郷
土
資
料
館
→
森
立
・
一
之
貝
→

秋
葉
公
園
（
昼
食
）
→
羽
黒
神
社

・
瑞
雲
寺
→
善
昌
寺
→
道
の
駅
Ｒ

２
９
０
と
ち
お

参
加
料
＝
２
、０

０
０
円
（
昼
食
付
き
）

定
員
＝

25
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
小

さ
な
心
の
旅
参
加
希
望
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
９
月
25
日


ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
２
９
８

（
住
所
記
入
不
要
）
栃
尾
支
所
商

工
観
光
課

52
・
５
８
２
７
へ

②
打
刃
物
の
町
、
与
板
を
訪
ね
て

体
験
・
発
見
す
る
旅

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
40
分

会
場
＝
与

板
体
育
館
・
楽
山
苑

ら
く
ざ
ん
え
ん

ほ
か

集
合

＝
与
板
支
所

内
容
＝
与
板
削
ろ

う
会
に
よ
る
か
ん
な
薄
削
り
大
会
、

木
製
ま
な
板
削
り
（
作
品
贈
呈
）、

村
の
か
じ
や
に
よ
る
打
刃
物
古
式

鍛
錬
儀
式
見
学
体
験
、
楽
山
苑
見

学
な
ど

定
員
＝
25
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
２
、５
０

０
円
（
中
学
生
以
下
１
、０
０
０
円
。

昼
食
付
き
）

申
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
「
小
さ
な
心
の
旅
参

加
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
９
月
20
日

ま
で
に
〒

９
４
０
―
２
４
９
２
（
住
所
記
入

不
要
）
与
板
支
所
産
業
課

72
・

３
１
０
０
へ

③
「
お
ぐ
に
の
秋
」
を
感
じ
る
旅

日
時
＝
10
月
14
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場
＝
お
ぐ
に
森
林

公
園
ほ
か

集
合
＝
小
国
支
所

内
容
＝
き
の
こ
採
り
体
験
と
鑑
定
、

山
口
庭
園
や
郷
土
資
料
館
見
学
、

小
国
和
紙
漉す

き
体
験
な
ど
（
昼
食

は
、
昔
懐
か
し
い
ぬ
か
釜
で
炊
い

た
ご
飯
と
き
の
こ
汁
）

定
員
＝

25
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参

加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
昼
食
付
き
。

小
学
生
以
下
１
、５
０
０
円
）

申

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
小

さ
な
心
の
旅
参
加
希
望
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
９
月
29
日


ま
で
に
〒
９
４
９
―
５
２
９
２

（
住
所
記
入
不
要
）
小
国
支
所
産

業
課

95
・
５
９
０
６
、

95
・

２
２
８
２
へ

④
寺
泊
（
海
辺
）
の
史
跡
め
ぐ
り

旅日
本
最
古
の
ミ
イ
ラ
（
即
身
仏
）

や
寺
泊
地
域
の
史
跡
を
見
学
し
ま

す
。
昼
食
は
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
22
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

集
合
＝
み
な
と
公
園

コ
ー
ス
＝
西
生
寺
→
大
河
津
分
水

資
料
館
→
魚
の
市
場
通
り
→
史
跡

め
ぐ
り
→
水
族
博
物
館
な
ど

定

員
＝
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
昼
食
付

き
）

申
10
月
13
日

ま
で
に
「
小

さ
な
心
の
旅
参
加
希
望
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
〒
９
４
０
―
２
５
９

２
（
住
所
記
入
不
要
）
寺
泊
支
所

産
業
課

75
・
３
１
０
５
へ
は
が

き
ま
た
は
電
話
で

⑤
そ
ば
づ
く
り
名
人
（
長
岡
地
域
）

期
日
と
内
容
＝
①
10
月
22
日

…

収
穫
②
11
月
18
日

…
そ
ば
打
ち

体
験
、
会
食

会
場
＝
ふ
る
さ
と

体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
（
栖
吉
町
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

定
員
＝

20
人
（
先
着
）

申
９
月
11
日


～
10
月
10
日

に
長
岡
観
光
・
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

32
・
１
１

８
７
へ

■
寺
泊
地
域
「
大
地
の
恵
み
塾
」

「
農
と
魚
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
同
時
開
催
。
応
募
者
だ
け
が
参

加
で
き
る
「
地
引
網
」
や
寺
泊
杜

氏
が
造
っ
た
日
本
酒
の
試
飲
・
新

米
お
に
ぎ
り
な
ど
寺
泊
の
魅
力
を

堪
能
で
き
ま
す
。

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
９
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
み
な
と
公
園

定
員
＝
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

申
９
月

29
日

ま
で
に
〒
９
４
０
―
２
５

９
２
（
住

所
記
入
不

要
）
寺
泊

支
所
産
業

課

75
・

３
１
０
５

へ
は
が
き

ま
た
は
電

話
で

■
笑
い
を
カ
タ
チ
に
～
ユ
ー
モ
ア

ポ
ス
タ
ー
展
関
連
事
業
「
ジ
ュ

ニ
ア
デ
ザ
イ
ン
塾
in
県
立
近
代

美
術
館
」

美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
独
創
的

な
子
ど
も
向
け
の
ア
ー
ト
教
室
で

す
。
広
い
空
間
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
秘
密
基
地
や
部
屋
を
作
り

ま
す
。

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
９
時
30

分
集
合

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る

さ
と
の
森
内
ア
ト
リ
ウ
ム

対
象

＝
市
内
小
・
中
学
生

定
員
＝
20

人
（
先
着
）

申
９
月
11
日

～

10
月
10
日

に
国
際
文
化
課
内
長

岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
事
務
局

39

・
２
２
５
１
へ
電
話
で

■
越
後
長
岡
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

長
岡
地
域
の
太
鼓
が
集
ま
り
、

悠
久
太
鼓
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
＝
９
月
10
日

午
後
１
時
30

分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー

問
悠
久
太
鼓
普

及
後
援
会
（
長
岡
商
工
会
議
所
地

域
振
興
課
）

32
・
４
５
０
０

■
中
世
人
の
生
活
と
信
仰

―
越
後
・
佐
渡
の
神
と
仏
展

日
時
＝
９
月
30
日

～
11
月
12
日



会
場
＝
県
立
歴
史
博
物
館
企

画
展
示
室

内
容
＝
中
世
越
後
佐

渡
の
神
仏
を
紹
介
す
る
展
覧
会
と

講
演
会
（
講
演
会
は
10
月
１
日


・
15
日

・
29
日

、
11
月
12
日


）

入
場
料
＝
７
０
０
円
（
高

校
・
大
学
生
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
）

問
県
立
歴
史

博
物
館

47
・
６
１
３
２

■
新
潟
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
長
岡
オ
ー

プ
ン
卓
球
大
会
（
団
体
戦
）

50
チ
ー
ム
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
９
時
～

午
後
６
時

会
場
＝
み
し
ま
体
育

館

参
加
料
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
と
55
歳
以
上
２
、５
０

０
円

問
・
申
丘
の
上
ピ
ン
ポ
ン

ク
ラ
ブ
田
中
さ
ん

47
・
５
６
６
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市制100周年・
合併記念事業
のお知らせ

市
主
催
・
共
催
事
業

協
賛
事
業

６■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
醸
造
の
町
摂
田

屋
町
お
こ
し
の
会
」
イ
ベ
ン
ト

①
お
っ
こ
こ
摂
田
屋
市

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
吉
乃
川
酒
造

（
摂
田
屋
４
）
ほ
か

内
容
＝
摂

田
屋
汁
、
新
米
お
に
ぎ
り
サ
ー
ビ

ス
、
食
の
市

趣
味
の
作
品
芸
術

市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

②
ミ
ニ
鏝
絵
作
品
展
示
会

上
組
小
学
校
の
児
童
が
作
っ
た

サ
フ
ラ
ン
酒
の
蔵
の
鏝こ

て

絵
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
版
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
と
会
場
＝
①
９
月
29
日

～

10
月
９
日

…
Ｊ
Ｒ
宮
内
駅
連
絡

通
路
②
10
月
11
日

～
15
日

…

市
民
セ
ン
タ
ー

③
摂
田
屋
水
彩
画
大
会
作
品

展
示
会

レ
ト
ロ
な
摂
田
屋
の
街
並
み
を

描
い
た
水
彩
画
１
４
０
点
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
＝
10
月
10
日

～
23
日


会
場
＝
ま
ち
な
か
・
考
房
（
大
手

通
２
）

◇

◇

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
醸
造
の
町
摂
田
屋

町
お
こ
し
の
会

35
・
３
０
０
０
、


36
・
１
１
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ルset

taya@
yosin

ogaw
a.co.jp

■
地
域
へ
発
信
―
歌
声
喫
茶

地
域
の
人
と
歌
う
歌
声
喫
茶
で

す
。
市
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」（
ス
マ
ッ
ス
）
と
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
10
月
１
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
寺
泊
セ

ン
タ
ー
お
お
こ
う
づ
・
大
研
修
室

問
あ
ん
だ
ん
て
・
山
田
さ
ん

０

２
５
６
・
97
・
４
３
８
９

■
市
制
１
０
０
周
年
に
地
域
の
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
を
１
０
０
人
で
楽

し
く
食
べ
よ
う

地
域
の
食
材
や
料
理
（
も
ち
・

雑
煮
・
酢
の
物
・
漬
物
な
ど
）
を

食
べ
な
が
ら
、
地
域
の
良
さ
を
味

わ
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
11
時
か

ら

会
場
＝
中
之
島
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
５
０
０

円

問
フ
レ
ン
ド
フ
ー
ド
大
沼
・

高
森
さ
ん

０
９
０
・
７
５
２
０

・
６
２
５
０

■
上
杉
謙
信
武
者
行
列

謙
信
公
祭
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

上
杉
謙
信
ゆ
か
り
の
地
を
武
者
の

姿
で
行
進
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
17
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

コ
ー
ス
＝
栃
尾
文
化

セ
ン
タ
ー
→
谷
内
通
り
→
常
安
寺

→
秋
葉
公
園

問
同
実
行
委
員
会


52
・
４
１
９
１

19 市政だより 2006.9

市
民
企
画
実
施
事
業

若者に伝えたい、長岡の技と近未来の夢

近未来！越後長岡
産業展★ロボット展

新・長岡市が誇る伝統の技と最先端の技術を展示し、長岡の産業の魅
力を紹介します。子どもたちに夢を与える次世代ロボットも登場します。
ぜひ、お越しください。

日時＝９月22日午前９時～午後５時
23日午前10時～午後５時
24日午前10時～午後４時

会場＝厚生会館大ホールほか

産業コーナー

◆地場産業紹介ゾーン
鋳物・繊維・酒造など、市内に集積する産業を紹介

◆先端技術紹介ゾーン
超精密加工技術など、長岡が誇る先端技術を紹介

◆農業技術紹介ゾーン
バイオテクノロジーなど、新しい農業技術を紹介

◆伝統工芸・伝統技能紹介ゾーン
長岡仏壇など、市内の伝統的工芸品を紹介

ロボットコーナー
◆地域ロボット紹介ゾーン
市内の大学が開発したロボットが登場

◆次世代ロボット紹介ゾーン
知能ロボットなど、次世代のロボットを紹介

◆ロボット工作教室・タイムトライアルゾーン
災害救助ロボットを製作し、競技を実施

実演・体験コーナー
伝統的工芸品や先端技術の実演・体験

記念講演会

日時＝９月23日午後２時～３時30分
会場＝長岡グランドホテル
講師＝国際基督教大学教授・北原和夫さん
テーマ＝「未来を切り拓く科学技術の世界」

～新たな100年へのメッセージ～」

問近未来！越後長岡産業展・ロボット展実行委員会（工業振興課内）
39・2222

入場無料

▲23日・24日
ASIMO登場

■併催事業

産学官連携シンポジウム
『技』立国ながおかの創造とさらなる連携強化に向けて
日時＝９月22日午後４時～７時30分
会場＝長岡グランドホテル
定員＝300人（先着）
内容＝基調報告、パネルディスカッション、交流会など
申電話またはファクスで工業振興課39・2222、36・7385へ

工場見学ツアー
日時＝９月22日午前９時～午後５時40分
対象＝長岡市内の大学および長岡高専の学生
詳しくは長岡商工会議所32・4500へお問い合わせください。

■協賛事業

親子でものづくり教室
直接会場へどうぞ。
日時＝９月16日午前10時～午後４時
会場＝長岡商工会議所
詳しくは、長岡鉄工青年研究会事務局36・6982へお問い合わせく

ださい。

▲CNC立形研削盤
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「地域 ICT未来フェスタ2006 inにいがた」長岡サテライト会場イベント参加者募集

講演会、セミナー、ワークショップ、展示などＩＣＴ（情報通信技術）について楽しく学ぶイベ
ントです。
会場＝市民センター 参加料＝無料（の20枚コースのみ500円）

※イベントの詳しい内容と申し込みフォームは長岡サテライト会場ホームページhttp://www.e-netcity.jp/ictをご覧くだ
さい。また、申込多数の場合は抽選により決定し、結果を連絡します。

問情報政策課39・2205

イベント名 内 容 日 時 場 所 対 象 定員 申し込み方法


ＧＰＳケータイ
のポイントラリ
ー

ＧＰＳケータイを使ってチェッ
クポイントを探し、クイズを解き
ながらゴールを目指します。
正解率上位グループには賞品あ

り。

10月28日・29日
午前10時と午後
１時30分から（計
４回）

１階地球
広場

２人以上での
参加（小学生
以下は保護者
同伴）

各回
20組

10/20までに情報政策課へ電話
で（ホームページ内の申し込みフ
ォームからも可）


地域SNS「まち
かどレポーター」
体験

自宅のパソコンを使って、地域ＳＮＳコミュニティ「おここ
なごーか」に、自分の書いた記事を掲載し、会場に発信します
（掲載方法について事前講習会を開催）。

インターネッ
ト接続環境に
あるパソコン
をお持ちの人

なし
９/29までにホームページ内の
申し込みフォームで


パソコンを使っ
たアルバム作成
体験

持参した写真データ（電子デー
タ）をもとに、パソコンでアルバ
ムを作成します。
コースは写真20枚コースと10枚

コースがあります。

10月28日午後１
時・２時30分・４
時からと29日午
前10時・11時30
分、午後１時・２
時30分・４時から

302会議
室

どなたでも
（小学生以下
は保護者同伴）

各５組
10/６までに情報政策課へ電話
で（ホームページ内の申し込みフ
ォームからも可）


電波時計
組立教室

電波時計キットを用いて、動作
原理についての授業と組み立て（ハ
ンダ付け）をします（電波時計は
持ち帰りできます）。

10月28日午後１
時～４時30分

５階特設
会場

県内の中・高
校生

40人

９/19～10/６に往復はがきに、
氏名、年齢、学年、住所、電話番
号を記入し、〒940－0023新町3－
3－15㈱酒井無線 電波時計組立教
室係へ

ロボット
工作教室

簡単な恐竜型２足歩行ロボット
の工作を通じ、物作りと創意工夫
の楽しさを体験（ロボットは持ち
帰りできます）

10月29日午後１
時～４時

市内の小学生
（３年生以下
は保護者同伴）

40人
10/６までに情報政策課へ電話
で（ホームページ内の申し込みフ
ォームからも可）


オープンオフィ
ス・オルグの紹
介

オープンソース（誰でも自由に
無償で利用できる）のオフィスソ
フトを紹介するセミナーです（参
加者にはUSB携帯電話充電器をプ
レゼント）。

10月28日午前10
時～正午

302会議
室

どなたでも 24人
10/20までに情報政策課へ電話
で（ホームページ内の申し込みフ
ォームからも可）

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

入
園
料
＝
高
校
生
以
上

４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
80
円

駐
車
料
＝
普
通
車
３
１
０
円
、
二

輪
車
１
０
０
円

９
月
の
休
園
日

＝
４
日

・
11
日

・
19
日


■
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

24
品
種
約
55
万
本
の
コ
ス
モ
ス

が
園
内
を
彩
り
ま
す
。
赤
、
白
、

ピ
ン
ク
の
ほ
か
、
黄
や
オ
レ
ン
ジ

色
の
コ
ス
モ
ス
や
甘
い
香
り
の
す

る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
９
月
16
日

～
10
月
９
日

■
来
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
野
生
ゾ
ー

ン
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す


秋
の
田
ん
ぼ
探
検
隊
と

古
民
家
見
学

日
時
＝
９
月
16
日

午
前
９
時
30

分
～
正
午

会
場
＝
野
生
ゾ
ー
ン

対
象
＝
小
学
生
以
上

定
員
＝
30

人（
先
着
）

参
加
料
＝
１
０
０
円


野
焼
き
で
土
器
づ
く
り
体
験

①
土
器
づ
く
り

日
時
＝
９
月
18
日

①
午
前
10
時

～
正
午
②
午
後
１
時
～
３
時

会

場
＝
健
康
ゾ
ー
ン
、
暖
の
館
体
験

学
習
室

対
象
＝
小
学
生
以
上

定
員
＝
①
②
と
も
各
20
人
（
先
着
）

②
野
焼
き

日
時
＝
10
月
21
日

（
雨
天
の
場

合
は
翌
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

会
場
＝
野
生
ゾ
ー
ン

対
象
＝
①
の
土
器
づ
く
り
に
参
加

し
た
人

◇

◇

参
加
料
＝
①
②
合
わ
せ
て
５
０
０

円
（
別
途
入
園
料
・
駐
車
料
が
必

要
）


親
子
の
た
め
の

自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

日
時
＝
９
月
30
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
健
康
ゾ
ー
ン

対
象
＝
４
～
８
歳
く
ら
い
の
子
ど

も
と
そ
の
家
族

定
員
＝
15
組
30

人（
先
着
）

参
加
料
＝
１
０
０
円

（
別
途
入
園
料
・
駐
車
料
が
必
要
）


稲
刈
り
体
験

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

会
場
＝
野
生
ゾ

ー
ン
水
田

対
象
＝
小
学
生
以
上

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
０
０
円


き
の
こ
観
察
会

日
時
＝
10
月
９
日

午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

会
場
＝
野
生
ゾ

ー
ン

対
象
＝
小
学
生
以
上

定

員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

１
０
０
円

◇

◇

申
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
前
の
水
曜
日

ま
で
に
野
生
ゾ
ー
ン
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
事
務
局

47
・
８
０
５
０
へ

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問
越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー


47
・
８
０
０
１

未来フェスタキャラ
クター・ミライス

●
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
チ

ー
ム
編
成
を
し
ま
す
（
学
生
は
除

く
。
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
は
女
性
の
み
）。

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

教
育
委
員
会
分
室
に
あ
る
要
項
ま

た
は
各
地
区
の
体
育
指
導
委
員
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
９
月

21
日

ま
で
、
そ
の
他
は
12
月
１

日

～
来
年
１
月
15
日

に
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
教
育
委

員
会
分
室
経

由
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７

綱
引
き

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

男
女
混
合
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ

種

目

来年3/11
 来年2/25 来年2/11


10/11


期
日

市
民
体
育
館

北
部
体
育
館

市
民
体
育
館
、

み
し
ま
体
育
館

南
部
体
育
館

市
民
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
広
場

会

場

ハンディテニススクール
スポーツの秋！一緒にテニスをしませんか。車いすの人もお気軽にどうぞ。

日時＝９月27日～10月25日の毎週水曜日午後７時～９時 会場＝南部体育館 対象者＝心身障害児・
者およびボランティア 指導＝長岡市テニス協会 定員＝30人（多数の場合抽選） 持ち物＝内履き、
硬式用テニスラケット（貸し出しあり） 申９月15日までに福祉相談課39・2218 32・0160へ

●悠久山水泳教室ソフトアクアコース追加募集

音楽に合わせて水中で楽しく体を動かします。高齢

者や初心者でも無理なく参加できます。

日時＝①９月13日～12月20日の水曜日②９月14日～12

月21日の木曜日のいずれも午後１時50分～２時35分

募集定員＝各20人 参加料＝入会日によって異なりま

す。詳しくはお問い合わせください（別途教室用キャ

ップ代500円） 申長岡市体育協会へ

●初心者スポーツチャンバラ教室

動きやすい服装でご参加ください。

日時＝９月20日～10月18日の毎週水曜日午後７時～８

時30分 会場＝宮内小学校体育館 参加料＝3,000円

（保険料込み） 申９月17日までに長岡市体育協

会へ 問長岡市スポーツチャンバラ協会・内山さん

36・7887

●「テニスの日」市民交流大会

どなたでも参加できます（100人程度）。

日時＝９月23日午前９時から 会場＝希望が丘テニ

ス場 参加料＝500円（ピンバッジ、保険料） 内容＝

全国一斉ボレーボレー大会（午後１時から）ほか、楽

しい内容を計画中。詳しくは後日希望が丘テニス場に

掲示します 問長岡市テニス協会・石原さん29・1489

●長岡市ミックスダブルステニス大会

期日＝10月１日（雨天中止） 会場＝希望が丘テニ

ス場 種目＝Ａ・Ｂ・Ｃ・ベテランクラス（ペア年齢

合計90歳以上） 参加資格＝市内

に居住・通勤・通学している人お

よび長岡市テニス協会加盟員 参

加料＝１組4,500円（協会員2,500

円。いずれも当日に） 申９月24

日までに希望が丘テニス場にある所定の申込用紙で

問長岡市テニス協会・石原さん29・1489

●初心者アーチェリー教室

日時＝10月３日～24日の毎週火曜日午後７時45分～９

時15分 会場＝南部体育館グリーンフロア 参加料＝

2,500円（当日に） 申長岡市体育協会

●なぎなた初心者教室

日時＝10月５日～26日の毎週木曜日午後７時～８時30

分 会場＝市民体育館 対象＝小学生以上 参加料＝

１人1,500円（スポーツ保険料。初回に） 申長岡市

体育協会へ 問長岡市なぎなた協会・高野さん33・

5915

●市民テニス教室（10月コース）

日時＝10月６日～20日の火・金曜日午後７時～９時

会場＝希望が丘テニス場 定員＝45人（抽選） 参加

料＝4,000円（初回に） 申往復はがきに住所、氏名、

電話番号、経験年数、返信先を記入し、９月20日ま

でに〒940－0097山田１の４の14棚橋義孝さんへ

●市民体育祭空手道大会

日時＝10月８日午前９時から 会場＝みしま体育館

種目と対象＝個人形…小・中学生、組み手…小学校高

学年～中学生 参加料＝700円 申９月15日午後５時

までに長岡市体育協会へ

●市民体育祭弓道大会

日時＝10月８日午前10時から 会場＝市民体育館弓

道場 種別＝一般の部、高校の部、初心者教室・親子

教室の部 参加料（当日に）＝一般300円、高校生200

円（初心者・親子教室の部は無料） 申９月30日ま

でに長岡市体育協会へ

●太極拳初心者教室

コースと期日＝火曜コース…10月10日～11月14日の毎

週火曜日、木曜コース…10月５日～11月９日の毎週木

曜日 時間＝いずれも午前10時～正午 会場＝市民体

育館小アリーナ 参加料＝2,000円（初回に） 持ち物

＝内履き 申長岡太極拳協会・片桐さん36・4758ま

たは小林さん23・2084へ

長岡市体育協会（市民体育館内）34・2130と加盟団体の催し

長岡市体育協会賛助会員募集
「スポーツ人口の倍増」と「チャンピオンの倍増」

にご協力をお願いします。

年会費＝個人１口3,000円、法人１口5,000円

申長岡市体育協会へ



●
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

募
集

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
＝
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時

～
正
午

会
場
＝
長
岡
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ホ
ー
ル

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

種
目
＝

卓
球
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

持
ち
物
＝
内
履
き

参
加
料
＝
無
料

（
た
だ
し
入
館
料

が
必
要
）

申
９
月
11
日

か
ら

長
岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー


46
・
５
０
０
２
へ

●
早
期
認
知
症
予
防
講
演
会

早
い
時
期
か
ら
認
知
症
予
防
を

意
識
し
て
、
脳
を
活
発
に
使
い
健

康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
９
月
27
日

午
後
３
時
～

４
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
２

時
30
分
か
ら
）

会
場
＝
越
路
保

健
セ
ン
タ
ー
（
来
迎
寺
）

演
題

＝
60
代
か
ら
の
ぼ
け
予
防
～
脳
を

活
発
に
し
て
認
知
症
を
防
ぐ
～

講
師
＝
川
瀬
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
三
条
市
）
院
長
・
川
瀬
康
裕

さ
ん

参
加
料
＝
無
料

申
９
月

25
日

ま
で

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

食
事
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
20
日

、
10
月
18
日


い
ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
～
３

時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定

員
＝
各
回
４
人
（
先
着
）

申
各

相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に

●
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
気
持
ち

の
良
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

普
段
か
ら
健
康
づ
く
り
に
心
が

け
、
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し

ょ
う
！

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
９
時
30

分
か
ら

会
場
＝
国
営
越
後
丘
陵

公
園

定
員
＝
２
０
０
人
（
先
着
）

対
象
＝
国
保
加
入
世
帯
の
人

参

加
料
＝
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物

申
９

月
11
日

か
ら
新
潟
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
（
新
潟
県
保
険

者
協
議
会
）

０
２
５
・
２
８
５

・
３
０
３
３
へ

問
国
保
医
療
課


39
・
２
２
２
０

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
軽
体
操
な
ど
、
理
学
療
法

士
や
保
健
師
な
ど
が
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
介
護
予
防
推
進

室
へ
電
話
予
約
の
上
、
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

時
間
＝
各
回
と
も
午
後
１
時
15
分

～
３
時

定
員
＝
各
３
人（
先
着
）
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福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１
７

越
路
保
健
セ
ン
タ
ー


92
・
５
０
１
１

健
康
課


32
・
５
０
０
０

国
保
医
療
課

39
・
２
２
２
０

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

■ワークショップ「災害地におけるボランティア活動の在り
方～山古志の茶の間でレク支援者が果たした役割～」
日時＝９月30日午後１時～４時 会場＝厚生会館中ホール
参加料＝500円 事前に申し込みが必要です。

■あそびの広場
日時＝10月１日午前10時～午後３時 会場＝国営越後丘陵
公園 内容＝クラフト、ダーツなど 参加料＝無料（別途駐
車料金が必要）

■参加団体種目交流（一覧表をご覧ください）
日時＝10月１日午前10時から（⑪は午前８時30分から、⑱
⑲は午前９時から） 参加料＝無料～500円（別途経費が必要
な種目あり）※参加料など、詳しくはお問い合わせください。

申当日会場で（①⑧⑨⑩以外の種目は９月27日まで、事前
申し込みもできます）※開催種目の内容については、今後変
更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

問・申スポーツ振興課32・6117

悠久山屋内温水プール臨時休館のお知らせ
９月25日～10月４日は、施設修理と清掃作業のため臨

時休館します。ご理解とご協力をお願いします。

問悠久山プール35・6368

会 場 種 目

国
営
越
後
丘
陵
公
園

①変わり種自転車試乗会

②キャンプなんでも相談

③ウォーキング

④オリエンテーリング

⑤ペタンク

⑥ターゲット・バードゴルフ

⑦福祉レクリエーション（研修会）

⑧パラグライダーふれあい体験

⑨熱気球試乗体験（※先着200人当日整理券を配布）

⑩中之島地域伝統の大凧揚げ 観戦・ミニ凧作成体験
※「ナッちゃん」を描いた大凧を大空へ揚げます。

厚生会館

⑪サイクリング（厚生会館～大手大橋～みしま体育館～
雪国植物園～国営越後丘陵公園～藤橋遺跡～市役所駐車場）

⑫ラウンドダンス

⑬民踊

市民体育館 ⑭３Ｂ体操

南部体育館 ⑮ワンバウンドバレーボール

北部体育館 ⑯インディアカ

みしま体育館 ⑰スポーツチャンバラ

新産体育館 ⑱ドッジボール

陸上競技場 ⑲ゲートボール

高齢者センター
ふそき

⑳フォークダンス

10/11


27


9/13


期
日

健
康
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き

（
第
一
、
第
二
和
室
）

市
民
セ
ン
タ
ー

３
０
２
・
３
０
３
会
議
室

場

所

新潟県レクリエーション大会inながおか＆
長岡市レクリエーションフェスタ２００６

～夢広がる長岡１００周年 とどろけよろこび 守門の山から日本海～

●
市
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
で

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向

く
手
間
も
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を
提

出
し
た
翌
月
の
末
日
の
納
期
限
分

か
ら
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
預
金
通

帳
、
届
出
印

問
市
税
と
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
…
収
納
課


39
・
２
２
１
４
ま
た
は
各
支
所
の

税
務
課
・
市
民
生
活
課
、
介
護
保

険
料
…
介
護
保
険
課

39
・
２
２

４
５
ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉

課
、
国
民
健
康
保
険
料
…
国
保
医

療
課

39
・
２
２
２
０
ま
た
は
各

支
所
の
市
民
生
活
課

●
児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か

平
成
18
年
４
月
か
ら
児
童
手
当

の
対
象
年
齢
が
小
学
６
年
生
ま
で

に
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、
所
得
制
限

も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
５
～
６
年
生
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
お
よ
び
所
得
制
限

で
今
ま
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
人

で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
９
月
29
日

ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
の
人

は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
）。

問
児
童
福
祉
課

39
・
２
２
１
９

●
町
内
公
民
館
建
設
補
助
金
の

希
望
町
内
募
集

平
成
19
年
度
に
町
内
公
民
館
の

建
設
な
ど
を
計
画
し
、
市
の
補
助

金
を
希
望
す
る
町
内
会
は
、
所
定

の
書
類
（
町
内
公
民
館
建
設
補
助

要
望
書
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
①
町
内
公
民
館
の
新
築
、

増
改
築
、
購
入
ま
た
は
既
存
公
民

館
の
大
規
模
修
繕
（
い
ず
れ
も
事

業
費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合

に
限
る
）
②
既
存
公
民
館
の
高
齢

者
、
障
害
者
の
た
め
の
改
造
（
事

業
費
30
万
円
以
上
の
場
合
に
限
る
）

申
10
月
31
日

ま
で
に
生
涯
学
習

課

32
・
５
１
１
０
ま
た
は
教
育

委
員
会
各
分
室
へ

●
栃
尾
地
域
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
を
認
定

市
は
栃
尾
商
工
会
か
ら
申
請
の

あ
っ
た
長
岡
市
栃
尾
地
域
Ｔ
Ｍ
Ｏ

構
想
（
中
小
小
売
商
業
高
度
化
事

業
構
想
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
適
切
で
あ
る
と
認
め
「
中
心
市

街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改

善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体

的
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定

に
基
づ
き
、
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
栃
尾
商
工
会
を

中
心
に
栃
尾
地
域
の
商
業
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
栃
尾
支
所
商
工
観
光
課

52
・

５
８
２
７
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ご活用ください！中小企業向け融資制度

制 度 名 融資限度額
貸付利率（年）

（ ）内は信用保証付き
問い合わせ先

中小企業
振興資金

普通貸付 2,000万円 2.4％（1.9％）

商業振興課
39・2228

または
各支所産業課



栃尾支所は
商工観光課




小口貸付★ 750万円 2.0％

創業貸付★ 1,000万円 2.4％（2.2％）

中小企業
高度化資金

普通貸付 4,000万円 2.4％（2.2％）

特別貸付（中小流通業
店舗等活性化資金）

5,000万円 2.1％（1.6％）

中小企業経営改善支援特別融資 3,000万円
５年以内2.2％（1.7％）

５年超９年以内2.4％（1.9％）

中小企業連鎖倒産防止対策資金
倒産企業との債権額の
範囲内で3,000万円

1.9％（1.7％）

中小企業災害復旧資金
中越地震対策特例融資

3,000万円
３年以内1.7％（1.5％）

３年超７年以内2.1％（1.9％）
７年超10年以内2.5％（2.3％）

越路地域不況対策特別資金融資★ 1,000万円 2.4％（1.7％）
越路支所産業課
92・5903

三島地域緊急不況対策特別融資★ 1,000万円 1.8％
三島支所産業課

42・2221（代表）

小国地域商工

業振興資金★

一般資金
運転500万円
設備1,000万円

2.45％（1.95％）
小国支所産業課
95・5906緊急経営安定資金 2,000万円 2.45％（1.95％）

小口緊急対策資金 200万円 2.45％

栃尾地域不況対策緊急資金融資★ 3,000万円
５年以内2.1％（1.6％）

５年超７年以内2.2％（1.7％）
栃尾支所商工観光課

52・5827

※市内の各金融機関にお申し込みください。★印の制度は信用保証料の補助があります。
地域限定の融資は平成18年度で取り扱いを終了します。詳しくは下表の各担当課へお問い合わせください。

証明書の不正取得などを防止し、個人情報を保
護するため、身分証明書などの提示をお願いしま
す。
周知の期間として10月～来年３月の半年間は身

分証明書などを持参しない場合でも、記名・押印
による従来の方法で申請できますが、平成19年４
月からは、身分証明書などが無いと申請手続きが
できません。

＜具体的な身分確認方法＞
①本人が申請する場合
運転免許証や保険証などの身分証明書の提示が
必要となります。

②代理の人が申請する場合
「代理人の身分証明書」と「本人の記名・押印
のある委任状」が必要となります。

問市民税課39・2212、資産税課39・2213
収納課39・2214および各支所税務担当課

平成18年10月から税関係証明書の交付申
請の際には身分証明書の提示が必要です
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子育て支援サービスをご利用ください
◎子育て支援センター
未就園児などに保育園を解放し、子育て相談、サークルなどの支援、子育て情報の提供などを行っています。

◎一時保育
未就園児の保護者が、病気のときや育児疲れを解消したいときなどに、一時的にお子さんをお預かりします。

◎休日保育
日曜・祝日などに就学前のお子さんをお預かりします。

◎病後児保育（乳幼児健康支援デイサービス）
保育園、幼稚園に通っているお子さんが、病気回復期で集団保育ができないとき、お子さんをお預かりします。

実施施設 住 所 電話番号
子育て支援
センター

一時保育 その他の保育

市

立

宮 内 保 育 園 宮栄3－2－18 32－3707 ○ ○

山 本 保 育 園 浦瀬町774 44－8051 ○

上 除 保 育 園 上除町3638－1 46－2411 ○ ○

宮 本 保 育 園 宮本町1－甲8 46－5340 ○

黒 条 保 育 園 黒津町377 24－8703 ○ ○

六 日 市 保 育 園 中潟町728 22－2057 ○

十 日 町 保 育 園 十日町1778 22－3170 ○

下 川 西 保 育 園 花井町1081－4 29－1900 ○

石 坂 保 育 園 村松町2467－3 22－0011 ○

み ず ほ 保 育 園 中野西創1（中之島地域） 61－4100 ○

塚 山 保 育 園 塚野山850－3（越路地域） 94－2006 ○

こ し じ 保 育 園 浦4800（越路地域） 92－2221 ○ ○

ひ ま わ り 保 育 園 小国町相野原139－1（小国地域） 95－2029 ○ ○

和 島 保 育 園 小島谷2846（和島地域） 74－3078 ○

竹 森 保 育 園 寺泊竹森1560－12（寺泊地域）
0256

97－3176
○

本 山 保 育 園 寺泊弁才天750（寺泊地域） 75－4110 ○

白 岩 保 育 園 寺泊雨池6683（寺泊地域） 75－3737 ○

栃 尾 白 山 保 育 園 天下島1－9－51（栃尾地域） 52－4019 ○

ち び っ こ 広 場 大手通2－2－6 39－2775 ○ ○

私

立

東 部 保 育 園 四郎丸3－5－11 33－1096 ○ 休日保育

西 部 保 育 園 渡里町3－46 32－0027 ○

長 生 保 育 園 西千手3－116－3 32－3674 ○ ○

大 島 保 育 園 大島本町2－10－28 27－1090 ○ ○

前 川 保 育 園 前島町211 23－1527 ○

関 原 保 育 園 関原町2－188－4 46－2174 ○

東 部 第 二 保 育 園 土合5－2－4 33－3795 ○

蔵 王 保 育 園 蔵王1－8－15 33－6502 ○

岡 南 保 育 園 滝谷町1701－2 22－2683 ○ ○

摂 田 屋 保 育 園 摂田屋1－1524－3 36－8347
○

36－8505
○ 休日保育

宮 内 中 央 保 育 園 宮内3－10－13 33－2018 ○ ○

希 望 が 丘 保 育 園 希望が丘3－12－2 28－0331 ○ ○ 休日保育

新 保 保 育 園 新保4－6－14 24－4437 ○ ○

恵 和 保 育 園 蓮潟町312 28－2768 ○ ○

東部どんぐり保育園 四郎丸2－3－25 34－8088 ○ ○
病後児保育
34－8200

い な ば 保 育 園 稲葉町793－1 21－2810 ○ ○

みしま中央保育園 上岩井6826（三島地域） 42－3475 ○ ○

寺 泊 保 育 園 寺泊二ノ関2720（寺泊地域） 75－2246 ○

芳 香 稚 草 園 新栄町3－3－13（栃尾地域） 52－1768 ○ ○

善 昌 寺 保 育 園 栃尾原町2－2－7（栃尾地域） 52－3864 ○

双 葉 保 育 園 谷内2－4－16（栃尾地域） 52－4402 ○

み ど り 保 育 園 下樫出653－1（栃尾地域） 52－3239 ○ ○

与 板 保 育 園 与板町与板452（与板地域） 72－3123 ○ ○

ながおか生協診療所 前田1－6－7 38－0813 病後児保育

実施内容や利用料金、利用時間など、詳しくは各実施施設に直接お問い合わせください。

●
大
手
大
橋
西
詰
の
工
事
に
伴
い

車
線
を
一
部
変
更
し
ま
す

大
手
大
橋
西
詰
交
差
点
の
交
通

渋
滞
の
緩
和
の
た
め
、
道
路
新
設

工
事
（
市
道
大
島
１
２
８
号
線
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

９
月
４
日

～
12
月
11
日

の
間
、

国
道
３
５
１
号
の
車
線
を
一
部
変

更
し
な
が
ら
工
事
を
行
い
ま
す
の

で
、
通
行
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
建
設
課

39
・
２
２
３
１

●
９
月
は
「
障
害
者
雇
用
支
援
月

間
」
で
す

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

関
心
を
持
ち
、
共
に
働
け
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
で
は
こ
の

月
間
に
当
た
り
「
障
害
者
就
職
促

進
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
27
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

内
容
＝
合
同
就
職
面
接
会

問
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

32
・
１
１
８

１
ま
た
は
商
業
振
興
課

39
・
２

２
２
８

●
全
国
労
働
衛
生
週
間

10
月
１
日
～
７
日
は
全
国
衛
生

週
間
で
す
。
今
年
度
は
「
疲
れ
て

い
ま
せ
ん
か

心
と
か
ら
だ

み

ん
な
で
つ
く
ろ
う

健
康
職
場
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
と
自
主
的
な
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

労
働
者
の
健
康
確
保
・
増
進
を

図
る
た
め
、
経
営
者
と
労
働
者
が

と
も
に
職
場
の
健
康
管
理
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
、
自
主
的
に
健

康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
商
業
振
興
課

39
・
２
２
２
８

●
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
お
よ
び

受
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
①
土
木
お
よ
び
建
築
関
係
な

ど
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人
②

高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
を
１

年
以
上
有
す
る
人
③
実
務
経
験
を

２
年
以
上
有
す
る
人

〈
受
験
講
習
会
〉

日
時
＝
10
月
31
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

会
場
＝
ハ
イ
ブ

長
岡

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円

〈
認
定
試
験
〉

日
時
＝
11
月
19
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
長
岡
新
産
管
理
セ

ン
タ
ー

受
験
料
＝
３
、０
０
０
円

◇

◇

申
９
月
４
日

～
15
日

に
下
水

道
管
理
課
ま
た
は
各
支
所
建
設
課

（
栃
尾
支
所
は
下
水
道
課
）
へ
（
申

込
用
紙
は
各
課
に
あ
り
ま
す
）

問
下
水
道
管
理
課

39
・
２
２
３

５
ま
た
は

新
潟
県
下
水
道
公
社


０
２
５
・
２
７
１
・
１
１
５
１

●
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

子
ど
も
の
不
登
校
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
相

談
室
、
適
応
指
導
教
室
、
訪
問
相

談
員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
９
月
27
日

午
後
２
時
～

４
時
30
分

会
場
＝
教
育
セ
ン
タ

ー
２
階
大
研
修
室
ほ
か

問
学
校

教
育
課

39
・
２
２
４
９

●
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ

ド
・
デ
ー
（
世
界
救
急
法
の
日
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
に
関
す
る
救
急
法
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
10
時
～

午
後
４
時

会
場
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
物
質
・
材
料
系
５
階
会
議

室

内
容
＝
救
命
の
連
鎖
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動
と
心
肺
蘇

生
法
、
救
急
隊
員
と
の
連
携
な
ど

※
最
後
に
簡
単
な
学
科
・
実
技
の

評
価
を
行
い
、
合
格
者
に
は
受
講

証
を
交
付

対
象
＝
満
15
歳
以
上

定
員
＝
20
人（
先
着
）

持
ち
物
＝

筆
記
用
具
、

昼
食
（
学
生

食
堂

利

用

可
）

服
装

＝
動
き
や
す

い
服
装

参

加
料
＝
１
、

０
０
０
円

申
９
月
20
日

ま
で
に
福
祉
総
務

課

39
・
２
２
１
７
へ
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平成19年10月に供用開始予定

ただ今、新しい長岡市斎場を建設中です

長岡市では、中越大震災により大きな被害を受けた斎場の
建て替え工事を始めました。
市民のみなさんに大変ご不便をおかけしていることから、

当初の供用開始時期を大幅に早め、来年10月の供用開始を目
指します。
■建設地
鉢伏町の現斎場敷地内 約8,900平方メートル

■構 造
鉄筋コンクリート造り２階建て 延床面積約1,900平方メー
トル 火葬炉数７基

■基本コンセプト

人生の終えんの場にふさわしく、緑豊かな周辺環境と
調和した斎場

◇新しい長岡市斎場の完成予想図

工事期間中は、振動や騒音などでご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

問生活課39・2206

９月21日～30日は秋の全国交通安全運動
スローガン「秋の道 早めのライトで 安全運転」

高齢者に配慮し、思いやりのある運転を心がけましょう。また、夕暮れどきの交通事故を防
ぐため、歩行者は反射材を積極的に活用し、自動車や自転車は早めにライトを点灯するなど、
お互いに注意しましょう。シートベルトとチャイルドシートを正しく着用しましょう。

問生活課39・2206または各支所地域振興課



●
農
家
の
み
な
さ
ん

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

稲
刈
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
稲
わ

ら
や
も
み
殻
の
焼
却
に
よ
る
煙
公

害
が
発
生
し
、
ぜ
ん
そ
く
の
悪
化

や
目
・
の
ど
の
痛
み
と
い
っ
た
人

体
へ
の
悪
影
響
、
車
の
視
界
を
さ

え
ぎ
る
交
通
障
害
な
ど
多
く
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
な
く

し
、
美
し
い
環
境
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

☆
稲
わ
ら
・
も
み
殻
を
使
っ
て

元
気
な
田
ん
ぼ
に
！

稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
大
切
な
有

機
資
源
で
す
。
燃
や
さ
ず
、
土
に

戻
し
、
有
効
活
用
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

〈
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
秋
す
き
こ
み
は
10
月
20
日
こ
ろ

ま
で

②
土
づ
く
り
資
材
（
よ
う
り
ん
、

ケ
イ
カ
ル
）
で
分
解
促
進
を

③
５
～
10
㎝
程
度
の
浅
う
ち
で

④
も
み
殻
も
土
づ
く
り
効
果
が
あ

り
ま
す

問
農
政
課

39
・
２
２
２
３

●
救
急
フ
ェ
ア
の
開
催

消
防
署
で
は
大
切
な
命
を
救
う

た
め
、
救
急
蘇
生
講
習
お
よ
び
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

講
習
、
救
急
車
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
会
場
ご
と
に
日

時
と
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
与
板
会
場

日
時
＝
９
月
16
日

午
後
１
時
30

分
～
５
時

会
場
＝
特
設
お
祭
り

広
場
（
与
板
支
所
入
口
信
号
付
近
）

②
長
岡
会
場

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
11
時
30

分
～
午
後
４
時

会
場
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
、
大
手
通
り
歩
行
者
天
国

※
は
し
ご
車
の
展
示
、
消
防
音
楽

隊
の
演
奏
な
ど
も
あ
り

③
栃
尾
会
場

日
時
＝
10
月
８
日

午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
道
の
駅
Ｒ
２
９
０

と
ち
お

※
は
し
ご
車
の
展
示
、

チ
ビ
ッ
子
消
防
士
の
写
真
撮
影
な

ど
も
あ
り

★
普
通
救
命
講
習
の
実
施

日
時
＝
９
月
23
日

午
後
１
時
～

４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３

０
３
会
議
室

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

申
９
月
11
日

10
時
か
ら

長
岡
消
防
署
救
急
係

35
・
２
１

９
３
へ

●
火
災
か
ら
命
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

①
や
む
を
得
ず
お
年
寄
り
や
病
気

の
人
、
幼
児
だ
け
を
残
し
て
外

出
す
る
時
は
、
隣
り
近
所
に
声

を
か
け
て
短
時
間
で
帰
る

②
方
向
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
逃

げ
道
を
決
め
て
お
く

③
火
災
を
出
し
た
り
、
見
つ
け
た

り
し
た
ら
、
大
き
な
声
で
周
り

の
人
に
知
ら
せ
協
力
を
求
め
る

④
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
避
難
す
る

⑤
煙
の
中
を
避
難
す
る
と
き
は
姿

勢
を
低
く
す
る

⑥
い
っ
た
ん
逃
げ
出
し
た
ら
再
び

中
に
戻
ら
な
い

⑦
逃
げ
遅
れ
が
あ
っ
た
時
は
、
そ

の
情
報
を
い
ち
早
く
消
防
隊
に

知
ら
せ
る

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
信
濃
川
下
流
（
山
地
部
）
圏
域

河
川
整
備
計
画
（
原
案
）
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

県
で
は
、
治
水
・
利
水
・
環
境

の
調
和
の
と
れ
た
河
川
整
備
を
目

指
し
、
市
内
を
流
れ
る
刈
谷
田
川

や
中
之
島
川
、
末
宝
川
を
含
む
信

濃
川
下
流
圏
域
に
つ
い
て
の
整
備

計
画
を
策
定
中
で
す
。

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
き
し
て
今
後
の
整
備
計
画

に
反
映
す
る
た
め
、
説
明
会
を
開
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市議会を傍聴しませんか

市議会の本会議や委員会は公開されています。

みなさんお気軽においでください。

市議会９月定例会の日程

時 間 本 会 議…午後１時から

常任委員会…午前10時から

議会運営委員会…午前11時30分から

定 員 本会議…65人（車いす２人含む）

委員会…７人

問議会事務局39・2244

子育てガイド（無料）をご利用ください
子育てに関する制度や事業、困ったときの相談窓口な

どを紹介しています。児童福祉課（市役所２階）、各支所
保健福祉課、健康センター、市民センター内ちびっこ広
場などで配布しています。ご利用ください。

問児童福祉課39・2219

ご近所安心見守り隊講座（講演会）
～高齢者虐待防止と地域見守りネットワークづくり～

高齢者への身体的・心理的虐待や介護放棄などが社会

的な問題となっています。

日常から高齢者の変化に気づき、高齢者虐待の早期発

見・早期対応を図るとともに、見守り続ける意義につい

て一緒に考えてみませんか。直接会場へどうぞ。参加料

は無料です。

日 時＝10月５日午後１時30分～４時30分

会 場＝市立劇場

内 容

①講演「高齢者虐待防止と地域の取り組み」

講師：山浦成子さん（日本高齢者虐待防止センター）

②報告「地域包括支援センターの役割と取り組み」

報告者：井波靖子さん（長岡市地域包括支援センター

なかじま）

問県長岡地域振興局地域福祉課33・4937

または長岡市介護予防推進室39・2268

期 日 会 議 名 会 場

９月12日
議会運営委員会 第 二 委 員 会 室

本会議（招集日）

議 場13日
～

15日
本会議（予備日）

19日 建 設 委 員 会

第 一 委 員 会 室
20日 文教福祉委員会

21日 産業市民委員会

22日 総 務 委 員 会

26日
議会運営委員会 第 二 委 員 会 室

本会議（最終日） 議 場

催
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、
説
明
会
は
現
在
各
河
川
で

実
施
中
の
工
事
内
容
に
関
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
＝
９
月
16
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
見
附
市
役
所

４
階
大
会
議
室

問
県
長
岡
地
域

振
興
局
計
画
調
整
課

38
・
２
６

１
４
ま
た
は
長
岡
市
河
川
課

39

・
２
２
３
３

●
市
立
保
育
園
保
育
士
募
集

（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数
＝
若
干
名

雇
用
期
間

＝
10
月
１
日
か
ら
６
カ
月
（
勤
務

実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

職
務

内
容
＝
市
立
保
育
園
な
ど
で
の
乳

幼
児
保
育
業
務
な
ど
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

応

募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有
す
る

人

賃
金
＝
日
額
６
、７
１
０
円

（
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
）

勤

務
日
＝
月
～
土
曜
日
、
月
21
日
程

度
（
１
日
８
時
間
。
早
番
、
遅
番

あ
り
）

試
験
日
＝
９
月
25
日


選
考
方
法
＝
適
性
検
査
、
面
接

申
９
月
19
日

ま
で
に
市
役
所
２

階
児
童
福
祉
課
、
各
支
所
保
健
福

祉
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
４
階
ち
び

っ
こ
広
場
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
〒
９
４
０
―
８
５

０
１（
住
所
記
入
不
要
）児
童
福
祉

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
児
童

福
祉
課

39
・
２
２
１
９
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

32
・
１
１

８
１
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自治総合センターでは、宝くじ事業収入を財源として、町内会などのコミュニティ組織が行う活動に必要な施
設や設備の整備に対して助成を行っています。この事業は、宝くじの普及広報とコミュニティの健全な発展を図る
ことを目的としています。平成19年度に助成を希望する町内会などは、９月19日まで
に生涯学習課32・5110へお申し込みください（多数の場合は抽選し助成団体を決定）。
この事業を活用して、今年度は14団体が事業を実施しています。
また、市では青少年の健全育成のため、自治総合センターの青少年健全育成助成事

業を利用し８月12日に「オリンピックメダリスト中村真衣の公開座談会」を開催しま
した。

◇今年度の主な活動助成実績◇

①長岡地域 西神田町２町内会みこし

②長岡地域 呉服町２親交会みこし

③長岡地域 江陽町内会みこし

④長岡地域 関原５子ども会太鼓ほか

⑤長岡地域 大町１町内会公民館

⑥中之島地域 和太鼓「響」の太鼓

⑦与板地域 稲荷町町内会グランドゴルフ用品

⑧与板地域 中町町内会みこし

⑨与板地域 馬越町内会の活動備品

10月１日は事業所・企業統計調査
事業所・企業統計調査は、商店や工場、会社をはじめ、学校、

神社、お寺、病院などすべての事業所や企業が対象となります。
全国一斉に10月１日現在の状態を調査します。９月下旬から

統計調査員が調査票を持ってそれぞれの事業所へ伺いますので、
ご協力をお願いします。

問庶務課39・2248

公の施設の指定管理者を募集します
指定管理者制度は、福祉施設や観光施設など、公の

施設の管理運営を民間事業者やＮＰＯ法人などに委ね

る制度です。

■市では、平成19年４月からこの制度を導入する次の

施設について指定管理者を募集します。詳しくは募

集要項をご覧ください（下表の担当課の窓口にあり

ます。また、市のホームページにも掲載しています）。

◇受付期間＝９月１日～22日

（郵送の場合は当日消印有効）

◇業務開始日＝平成19年４月１日

問行政管理課39・2208

市ではホームページのリニューアルに合わせて、11

月から掲載するバナー広告を募集します。

掲載個所＝長岡市ホームページのトップページほか

掲載期間＝３カ月単位（ただし平成18年11月～12月は

２カ月間）

広告規格＝サイズ60×120ピクセル・画像形式（静止画

のみ）GIF、JPEG、PNG・容量４ＫＢ以内

掲載料（月額）＝トップページ20,000円、その他のペ

ージ10,000円

トップページ月間平均アクセス件数＝92,000件

募集数＝トップページ６点、その他ページ８点

申し込み＝９月29日までに情報政策課へ（申込書は

ホームページからダウンロードできるほか、情報政

策課にあります）

問情報政策課39・2205

自治宝くじコミュニティ助成事業の希望町内会募集

市のホームページに掲載する
バナー広告を募集します！

施設名
指定期間
（予定）

問い合わせ先

長岡市ふるさと体験農
業センター（栖吉町３
６７０）

５年

農政課
39・2223
Ｅメール nousei@
city.nagaoka.lg.jp

▲中村真衣公開座談会の様子



 

   


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平
成
19
年
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児
募
集

☆
私
立
幼
稚
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協
会

受
け
付
け
＝
10
月
２
日

か
ら

対
象
＝
満
３
～
５
歳
児
（
平
成
19

年
４
月
１
日
現
在
）

申
各
幼
稚

園
へ

☆
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
幼
稚
園

募
集
人
数
＝
３
歳
児
20
人
程
度
、

４
歳
児
10
人
程
度

願
書
の
請
求

＝
10
月
２
日

～
27
日

の
平
日

に
附
属
長
岡
校
園
事
務
室
（
学
校

町
１
）

32
・
４
１
９
２
へ

●
『
故
郷
か
ら
の
お
く
り
も
の
』

高
橋
ま
ゆ
み
創
作
人
形
展
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
募
集

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

ル
な
が
お
か
で
は
、
開
設
５
周
年

を
記
念
し
て
創
作
人
形
展
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

業
務
内
容
＝
受
け
付
け
、
会
場
案

内
、
販
売
な
ど

開
催
期
間
＝
平

成
18
年
12
月
６
日

～
平
成
19
年

１
月
８
日



時
間

＝
午
前
10

時
～
午
後

６
時

会

場
＝
長
岡

市
美
術
セ

ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２
階
）

応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
で
期
間
中

５
日
以
上
勤
務
で
き
る
人

募
集

人
数
＝
10
人
程
度

報
酬
＝
あ
り

説
明
会
＝
９
月
29
日

午
前
10
時

～
正
午
に
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
市

民
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で

申
９
月

30
日

ま
で
に
、
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
５
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局


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・
２
７
４
６
へ
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光
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光
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岡
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岡
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２
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32
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１
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電

話

今
年
の
米
百
俵
ま
つ
り
は
、
10

月
７
日

に
大
手
通
り
周
辺
で
開

催
し
ま
す
。

「
米
百
俵
の
精
神
」
を
次
代
に

伝
え
る
米
百
俵
ま
つ
り
に
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
レ
ー
ド
と
し
て
、
大
手
通
り
を

会
場
に
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
ま
で
、
陸
上
自
衛
隊
・
東

部
方
面
音
楽
隊
が
出
演
し
ま
す
。

息
の
合
っ
た
華
麗
に
し
て
勇
壮

な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


「
米
百
俵
リ
レ
ー
」
走
者
募
集

旧
巻
町
（
新
潟
市
）
か
ら
長
岡

市
ま
で
42
・
８
㎞
を
15
区
間
に
分

け
、
リ
レ
ー
し
ま
す
。

【
一
般
コ
ー
ス
】

募
集
人
数
＝
50
人
程
度

応
募
資

格
＝
長
岡
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
で

１
㎞
を
６
分
30
秒
程
度
で
走
行
で

き
る
人

走
行
区
間
＝
平
均
３
㎞
、

最
長
３
・
９
㎞
（
各
区
間
８
人
程

度
で
一
緒
に
走
行
）

【
親
子
コ
ー
ス
】

募
集
人
数
＝
親
子
15
組
計
30
人

応
募
資
格
＝
長
岡
市
に
居
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
３

年
生
以
上
の
親
子

走
行
区
間
＝

１
・
５
～
２
・

1
㎞
（
５
組
で

一
緒
に
走
行
）

申
９
月
15
日


ま
で
に
、
市
内

体
育
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大
手

通
２
の
１
の
５
観
光
課
内
米
百
俵

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）


「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

出
店
者
募
集

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
11
時
～

午
後
３
時
（
予
定
）

募
集
区
画

数
＝
１
０
０
マ
ス
（
先
着
順
。
１

マ
ス
２
ｍ
×
２
ｍ
）

出
店
料
＝

１
マ
ス
５
０
０
円

応
募
方
法
＝

10
月
６
日

午
前
中
ま
で
に
、
長

岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
事

務
局

32
・
７
０
０
２
へ


「
越
後
長
岡
時
代
行
列
」

企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

越
後
長
岡
時
代
行
列
の
企
画
・

運
営
に
参
加
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
（
ま
つ
り
当
日

は
時
代
装
束
で
活
動
）。

活
動
日
＝
９
月
か
ら
米
百
俵
ま
つ

り
の
当
日
ま
で
、
数
回
の
会
合

（
平
日
の
夕
方
）
を
予
定

申
観

光
課
内
米
百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局

39
・
２
２
２
１

■
「
う
な
ご
う
じ
祭
り
」
参
加
者

募
集
の
締
め
切
り
迫
る
！

今
年
は
旧
長
岡
藩
主
・
牧
野
家

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
愛
知
県
豊
川

市
の
奇
祭
「
う
な
ご
う
じ
祭
り
」

が
特
別
参
加
し
ま
す
。

う
な
ご
う
じ
祭
り
の
や
ん
よ
う

神
は
、
７
日

午
後
１
時
か
ら
45

分
程
度
演
技
し
ま
す
。
豊
川
市
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
演
技
指
導
も
あ

り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
募
集
す
る
配
役
・
人
数
】

う
な
ご
う
じ
祭
り
・
や
ん
よ
う
神

…
男
性
若
干
名

【
応
募
条
件
】

ま
つ
り
当
日
に
衣
装
を
着
け
て
行

進
で
き
る
人
。
事
前
打
ち
合
わ
せ

（
数
回
）
に
参
加
で
き
る
人
。
た

だ
し
、
成
人
男
性
に
限
る
。
※
予

定
人
数
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

９
月
15
日

ま
で
に
観
光
課
内
米

百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局


39
・
２
２
２
１
へ

米
百
俵
ま
つ
り
参
加
者
募
集

▲歌に合わせて転がるやん
よう神
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市制施行100周年を記念して、合併で誕生し

た「新・長岡市」の各地域のまちづくりに貢

献したと人びとを選定し、冊子『郷土長岡を

創った人びと（仮称）』を編集・発行します。

この選定にかかわる調査・作業をしてみませ

んか。

仕事内容＝①選定委員会への出席（年３回程

度）②選定のための調査・作業

応募資格＝平成18年９月現在で市内に住所の

ある満20歳以上の人で、郷土長岡の歴史や

文化に関心を持つ人（公務員、長岡市の審

議会・委員会の委員は除く）

募集人数＝10人（合併10地域から各１人程度。

このほかに有識者の委員５人）

任期＝平成18年10月～平成19年９月

謝礼＝会議のみ１回につき9,100円

選考＝10月上旬に面接し、決定（詳しくは後

日、応募者に通知します）

申９月29日（当日消印有効）までに住所、

氏名（ふりがな）、年齢、職業（職種）、電話

番号、Ｅメールアドレス（お持ちの人のみ）、

「ふるさとに対する思い」（400字程度）を明

記して封書、ファクスまたはＥメールで〒940－

0065坂之上町３の１の20互尊文庫内文書資料

室36・7832、37・3754、Ｅメールmonjo

@nct9.ne.jpへ

長岡市美術展覧会（市展）作品募集

芸術の祭典「市展」にご参加ください。
募集要項・出品申込書・作品貼付票は、市

役所１階案内所、各支所、大手通西分室、市
民センター、各図書館、中央公民館、各地区
コミュニティセンター、厚生会館、画材店、
書道用品店、一部カメラ店にあります。
日時＝11月１日～５日午前９時～午後６
時（５日は午後３時まで） 会場＝厚生会館
大ホール、第一小ホール 部門＝日本画、洋
画、彫刻、工芸、書道、写真 応募作品＝創
作作品で未発表のもの 応募資格＝中学生以
上（市外の人も可） 作品搬入＝10月28日
午後２時～７時に厚生会館２階ロビー（写真
部門は１階第一小ホール）へ 出品手数料＝
一般…１点1,500円（１点増すごとに1,000
円）、中・高校生…１点1,000円（１点増すご
とに800円）

問国際文化課内長岡市美術協会事務局
39・2251

「郷土長岡を創った人びと（仮称）」

の選定委員を募集します！

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター
（西千手２の５の１
健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院
９月

10月

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

９月３日・18日
10月１日 長岡赤十字病院28・3600

９月10日・23日
10月８日 長岡中央綜合病院35・3700

９月17日・24日
10月９日 立 川 綜 合 病 院33・3111

期 日 内 科 外 科

９
月

３日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

10日 田 﨑 医 院62・1122 石 澤 医 院62・2500

17日 星野（弘）医院62・0998 貝 瀬 皮 膚 科66・8100

18日 山谷クリニック61・1388 見 附 南 医 院63・4477

23日 杏 仁 堂 医 院62・0123 金 井 医 院62・0116

24日 さ え き 内 科66・8500 星整形外科医院66・8808

10
月

１日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

８日 霜 鳥 医 院62・0579 寺 師 医 院62・0137

９日 関 谷 医 院61・0205 わたなべ皮フ科62・7750

月曜日・木曜日 長岡赤十字病院28・3600

火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院35・3700

水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院35・3700

火曜日・金曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

水曜日・土曜日 長岡赤十字病院28・3600



催

し

■
初
心
者
手
作
り
お
菓
子
教
室

日
時
＝
９
月
13
日

・
20
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場

＝
長
岡
友
の
家
（
稲
葉
町
）

内
容

＝
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
カ
ス
テ
ラ
作

り
な
ど

会
費
＝
３
、５
０
０
円
（
２

回
分
の
テ
キ
ス
ト
代
）

申
長
岡
友

の
家
・
石
黒
さ
ん

39
・
０
１
５
８

■
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
16
日

午
後
２
時
～
３

時
30
分

会
場
＝
寺
泊
文
化
セ
ン
タ

ー
は
ま
な
す

出
演
＝
中
村
雅
彦
さ

ん
、
寺
泊
中
学
校
吹
奏
楽
部
ほ
か

問
Ｆ
Ｊ
Ｃ
．
Ｎ
三
島
地
区
事
務
局
・

山
田
さ
ん

０
９
０
・
４
３
６
０
・

５
８
５
４

■
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭

ア
ジ
ア
各
国
の
映
画
上
映
の
ほ
か

仲
村
ト
オ
ル
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

も
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
９
月
17
日

～
24
日


会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

料
金
＝
１

回
券
９
０
０
円
、
３
回
券
２
、３
０
０

円
、
フ
リ
ー
券
５
、０
０
０
円

問
市

民
映
画
館
を
つ
く
る
会

・

33
・

１
２
３
１

■
災
害
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
二
胡
コ

ン
サ
ー
ト

日
時
＝
９
月
17
日

午
後
３
時
か
ら

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長

岡

出
演
＝
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ
・
ウ
ー

さ
ん
（
二
胡
）、
狩
野
泰
一
さ
ん
（
篠し

の

笛ぶ
え

）

入
場
料
＝
４
、０
０
０
円
（
当

日
５
、０
０
０
円
）

問
同
事
務
局


32
・
０
６
３
８

■
２
０
０
６
動
物
愛
護

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
＝
９
月
18
日

午
前
11
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

会
場
＝
ハ
イ
ブ

長
岡

内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
ド
ッ
グ
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
子
猫
の
飼
い
主

探
し
な
ど

問
新
潟
県
動
物
愛
護
協

会
中
越
支
部

39
・
５
２
６
１

■
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
（
無
料
）

コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
交
流
会
（
参

加
料
５
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
18
日

午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー

ル

問
む
つ
み
会
・
近
藤
さ
ん

46

・
４
６
７
３

■
走
れ
ひ
ま
わ
り
号
「
ぶ
ど
う
狩
り

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

障
害
を
持
つ
み
な
さ
ん
と
の
集
い

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

期
日
＝
９
月
18
日


時
間
＝
午
前

10
時
に
厚
生
会
館
裏
出
発
、
午
後
４

時
帰
着

会
場
＝
池
田
観
光
果
樹
園

（
新
潟
市
）

参
加
料
＝
２
、５
０
０

円
（
昼
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
お
に

ぎ
り
）

申
同
実
行
委
員
会
・
久
保

さ
ん

25
・
０
５
１
７

■
講
演
会
「
困
難
を
乗
り
越
え
強
く

生
き
る
」（
無
料
）

日
時
＝
９
月
18
日

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階

講
師
＝
濱
宮
郷
詞

は
ま
み
や
さ
と
し

さ
ん

申
グ
ッ
ド

エ
イ
ジ
ン
グ
ク
ラ
ブ
古
正
寺
の
杜
・

坂
詰
さ
ん

０
１
２
０
・
２
０
・
５

４
７
０
、

29
・
７
２
１
１

■
赤
十
字
ハ
ー
ト
フ
ル
講
座（
無
料
）

気
象
の
知
識
を
防
災
に
生
か
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
19
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡

講
師
＝

日
本
気
象

協
会
新
潟
支
店
気
象
予
報
士
・
石
原

良
明
さ
ん

定
員
＝
１
０
０
人
（
先

着
）

申
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支

部

０
２
５
・
２
３
１
・
３
１
２
１

■
長
岡
地
区
高
校
美
術
・
書
道
展

（
無
料
）

日
時
＝
９
月
22
日

～
24
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ

ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２
階
）

問

長
岡
大
手
高
校
・
金
子
さ
ん

32
・

０
０
９
６

■
「
肴
豆

さ
か
な
ま
め

」
狩
り
＆
も
ぎ
豆
販
売

長
岡
特
産
の
枝
豆
「
肴
豆
」
の
収

穫
体
験
。
１
ｍ
の
荒
縄
で
束
ね
ら
れ

る
だ
け
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
10
時
～
正

午
（
小
雨
決
行
。
無
く
な
り
次
第
終

了
）

会
場
＝
八
蔵
農
園
ほ
場
（
長

岡
地
域
森
林
組
合
近
く
）

◇
肴
豆
狩
り
…
…
荒
縄
１
本
＝
８
０

０
円
（
１
人
１
本
ず
つ
販
売
、
２
本

目
以
降
は
改
め
て
販
売
。
脱
穀
機
に

よ
る
脱
穀
は
行
い
ま
せ
ん
）

◇
も
ぎ
豆
販
売
…
…
も
ぎ
豆
１
㎏
＝

７
０
０
円

問
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
川
西
北
部
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー

27
・
７
９
７
４

■
長
岡
野
菜
料
理
教
室

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き

定
員
＝
50
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、
０
０
０

円

申
９
月
19
日

ま
で
に
長
岡
中

央
青
果
内
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会


46
・
７
３
１
７
へ

■

栃
尾
青
年
会
議
所
Ｊ
Ｃ
ス
ク
ー

ル
「
森
の
学
校
」（
無
料
）

期
日
＝
９
月
23
日

・
24
日

（
１

泊
２
日
）

集
合
＝
23
日
午
後
１
時

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
前

会
場

＝
杜と

ど々

の
森

内
容
＝
５
人
１
組
で

野
外
キ
ャ
ン
プ

対
象
＝
小
学
３
～

６
年
生

定
員
＝
80
人
（
抽
選
）

申
９
月
15
日

ま
で
に
所
定
の
申
込

用
紙
で

栃
尾
青
年
会
議
所

52
・

４
１
９
１
、

51
・
１
３
１
４
へ

■
守
門
の
里
・
と
ち
お
ワ
ー
ク
ス

「
感
謝
祭
」

日
時
＝
９
月
24
日

午
前
10
時
～
午

後
２
時

会
場
＝
守
門
の
里
・
と
ち

お
ワ
ー
ク
ス
（
楡
原
）

内
容
＝
エ

ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

展
示
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
あ
ぶ
ら
げ
実

演
無
料
試
食
な
ど

問
守
門
の
里


52
・
１
０
５
５

■
栃
尾
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

約
２
、０
０
０
匹
の
ニ
ジ
マ
ス
を
放

流
。
賞
品
も
多
数
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
９
月
24
日

～
26
日


会

場
＝
刈
谷
田
川
本
流
栃
堀
小
向

参

加
料
＝
大
人
２
、５
０
０
円
、
中
学
生

１
、５
０
０
円
、
小
学
生
１
、０
０
０

円

釣
り
方
＝
餌
釣
り
１
人
竿
１
本

申
刈
谷
田
川
漁
業
協
同
組
合
・
諸
橋

さ
ん

52
・
２
７
５
７

■
柿
川
清
掃
と
歴
史
探
訪
の
集
い

（
無
料
）

日
時
＝
９
月
30
日

午
前
９
時
～
正

午

集
合
＝
柿
川
一
之
橋
付
近
（
旭

町
）

内
容
＝
一
之
橋
か
ら
平
和
の

森
公
園
ま
で
の
清
掃
と
、
柿
川
に
関

わ
る
史
跡
を
巡
り
ま
す
。
戦
災
資
料

館
の
古
田
島
館
長
に
よ
る
ミ
ニ
講
演

会
あ
り
。
お
に
ぎ
り
・
豚
汁
の
昼
食

付
き

問
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局

34
・
４
４
５
０

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
同
窓
会
講
演

会
「
Ｖ
Ｏ
Ｓ
の
精
神
で
新
時
代
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
創
造
す
る
！
」

日
時
＝
９
月
30
日

午
後
３
時
～
４

時
30
分

会
場
＝
長
岡
技
術
科
学
大

学
講
義
棟
Ａ
講
義
室

講
師
＝
清
水

建
設
㈱
土
木
東
京
支
店
工
事
長
・
山

口
秀
樹
さ
ん
、
㈱
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
事
業
企
画
部
長
・
遠
藤

秀
介
さ
ん

問
同
大
学

47
・
９
４

４
０

■
観
劇
と
お
話
を
聞
く
例
会

①
お
話
「
鬼
が
人
間
に
な
っ
た
話
」

（
横
山
企
画
）

日
時
＝
９
月
30
日

午
後
７
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
和
室

②
観
劇
「
さ
よ
な
ら
△
ま
た
来
て
□

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、11月号は９月29日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問広報課39・2202
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問＝問い合わせ 申＝申し込み

申の記載のないものは、直接会場へどうぞ

ま
る
」（
劇
団
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
）

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
11
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

申
長
岡
お

や
こ
劇
場

35
・
０
０
２
５

■
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
（
無
料
）

長
岡
駅
か
ら
宮
内
駅
ま
で
歩
き
、

歴
史
と
醸
造
の
蔵
の
ま
ち
摂
田
屋
周

辺
を
散
策
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
１
日


集
合
＝
長
岡

駅
大
手
口
（
午
前
９
時
30
分
～
10
時

30
分
。
受
付
け
終
了
者
か
ら
出

発
）

申
９
月
27
日

ま
で
に
駅
か

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局

０
３
・
５

４
４
７
・
０
９
７
３
へ

問
Ｊ
Ｒ
長

岡
駅

36
・
３
５
２
４

■
長
岡
第
九
合
唱
団
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

伴
奏
「
メ
サ
イ
ア
」
演
奏
会

日
時
＝
10
月
１
日

午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
２
、０
０
０

円

問
同
合
唱
団
・
三
鍋

み
つ
な
べ

さ
ん

46

・
７
２
２
５

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
・
五
月
の
風

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
10
月
７
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
７
０
０
円

ゲ
ス
ト
＝
片
野
大
輔
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）

問
同
合
唱
団
・
寺
本
さ
ん

27
・
２

０
３
６

■
コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た
白
岩
の
里
「
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
白
岩
２
０
０
６
」

日
時
＝
10
月
７
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
２
時

会
場
＝
コ
ロ
ニ
ー
に

い
が
た
白
岩
の
里
体
育
館
（
寺
泊
藪

田
）

内
容
＝
作
品
展
示
、
模
擬
店

な
ど

問
同
コ
ロ
ニ
ー

75
・
３
１

３
１

■
長
岡
三
曲
連
盟
演
奏
会
（
無
料
）

い
に
し
え
の
香
り
漂
う
邦
楽
の
祭

典
で
す
。

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
11
時
30
分

か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー

問
同
連
盟
・
長
谷
川
さ

ん

35
・
０
０
７
９

ス
ポ
ー
ツ

■
け
い
せ
つ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

新
設
さ
れ
た
女
子
チ
ー
ム
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
＝
毎
週
土
・
日
曜
日
の
午

前
６
時
か
ら

対
象
＝
高
校
生
以
上

会
費
＝
１
、５
０
０
円

申
同
ク
ラ
ブ

・
高
橋
さ
ん

33
・
５
１
４
２

■
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
公
認
キ
ャ
ン

プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
習

会
期
日
＝
９
月
～
12
月
（
月
１
～
２
回

開
催
予
定
）

場
所
＝
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
い
こ
い
の
広
場
ほ
か

対
象
＝
18

歳
以
上

参
加
料
＝
入
学
金
５
、０
０

０
円
、
受
講
料
（
１
単
位
）
５
０
０

円
、
資
料
お
よ
び
実
技
材
料
実
費

申
長
岡
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協

会
・
飯
田
さ
ん

０
９
０
・
８
６
４

３
・
６
９
０
６

■
学
校
開
放
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
時
＝
９
月
11
日
～
12
月
11
日
の
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30

分
（
祝
日
除
く
）

会
場
＝
中
島
小

学
校

対
象
＝
高
校
生
以
上

参
加

料
＝
３
、０
０
０
円
（
初
回
に
持
参
）

問
長
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
村

田
さ
ん

35
・
１
１
６
９

健

康

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
11
日

、
10
月
16
日


午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容
＝
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

会
場
・
申
県
長
岡
地

域
振
興
局
地
域
保
健
課

33
・
４
９

３
１

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

（
無
料
）

高
齢
者
が
食
べ
物
を
う
ま
く
飲
み

込
め
な
く
な
っ
た
時
、
安
全
に
お
い

し
く
食
べ
る
方
法
を
お
話
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
16
日

午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

講
師
＝
長
岡
保
養
園

言
語
聴
覚
士

会
場
・
問
台
町
会
館

（
台
町
１
）

31
・
０
２
９
４

■
高
齢
者
問
題
講
演
会
「
老
人
医
療

に
携
わ
っ
て
思
う
こ
と
」
～
有
意

義
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
～

（
無
料
）

日
時
＝
９
月
16
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
ま
ち
な
か
・

考
房
（
大
手
通
）

講
師
＝
神
谷
医

院
院
長
・
神
谷
岳
太
郎
さ
ん

問
長

岡
老
い
を
考
え
る
会
・
平
石
さ
ん


33
・
３
５
７
９

■
に
い
が
た
脳
卒
中
公
開
講
座

「
怖
く
な
い
ぞ
！
脳
卒
中
」（
無
料
）

日
時
＝
９
月
23
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

講
師
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院
脳
神
経

外
科
医
・
竹
内
茂
和
さ
ん

申
９
月

16
日

ま
で
に
長
岡
中
央
綜
合
病
院

総
務
課

35
・
３
７
０
０
へ

■
小
児
ぜ
ん
そ
く
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
９
月
27
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院
２

階
講
堂

講
師
＝
同
病
院
小
児
科
部

長
・
郡
司
哲
己
さ
ん
ほ
か

問
同
病

院
小
児
科
外
来

35
・
３
７
０
０

■
長
岡
保
健
所
呼
吸
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
４
日

・
13
日

・
20

日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
４
日
は
午
後
１
時
～
３
時
30
分
）

会
場
＝
長
岡
保
健
所
講
堂

内
容
＝

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
話
、
呼
吸
法
指

導

対
象
＝
３
日
間
と
も
受
講
可
能

で
肺
気
腫

は
い
き
し
ゅ

、
気
管
支
喘
息

ぜ
ん
そ
く

な
ど
に
よ

り
咳せ

き

・
痰た

ん

・
息
切
れ
の
症
状
で
困
っ
て

い
る
人
と
そ
の
家
族

定
員
＝
15
人

申
９
月
22
日

ま
で
に
長
岡
保
健
所

医
薬
予
防
課

33
・
４
９
３
２
へ

く
ら
し

■
家
族
の
問
題
な
ん
で
も
電
話
相
談

離
婚
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
不
登
校
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩
み
に
、
具
体

的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日

午
前
10
時
～
午

後
８
時

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ

ー
ス
・
な
が
お
か

38
・
０
４
５
６

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
相
談
会
（
無
料
）

パ
ー
ト
で
働
く
際
に
知
っ
て
お
き

た
い
心
構
え
、
保
険
、
税
金
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
会
議
室

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡

32
・
１
１
８
１

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
・
介
護
・
福
祉
無
料

相
談
会
（
秘
密
厳
守
）

日
時
＝
９
月
23
日

午
前
10
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

内
容
＝
面
談（
要
予
約
）と
電
話
相
談

申
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た


０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２
７
、
電
話

相
談

37
・
９
１
１
１
（
当
日
の
み
）

■
「
法
の
日
」
特
設
人
権
相
談
所

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
時
＝
10
月
１
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時

会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
今
朝
白
１
）

内

容
＝
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
相
続
、

い
じ
め
問
題
な
ど

問
新
潟
地
方
法

務
局
長
岡
支
局

33
・
６
９
０
１

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

日
時
＝
10
月
６
日

午
後
１
時
～
４

時

会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室
教
育

委
員
会
会
議
室

対
象
＝
不
動
産
の

価
格
決
定
や
賃
貸
な
ど
で
困
っ
て
い

る
人

問

新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会

０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

■
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
10
月
７
日

午
後
１
時
～
４

時

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
（
長

倉
）、
日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
宝
地
町
）

定
員
＝
各
会
場
50
人

申
新
潟
県
自
動
車
整
備
振
興
会
長
岡

支
所

22
・
１
１
１
２
ま
た
は
新
潟

県
自
動
車
整
備
振
興
会
長
岡
支
部


23
・
０
０
４
０
へ

■
知
っ
て
い
ま
す
か
検
察
審
査
会

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
の
に
、
検

察
官
が
不
起
訴
処
分
に
し
て
し
ま
っ

た
な
ど
で
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

35
・

２
１
８
２

募

集

■
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

募
集
部
門
＝
小
学
校
（
低
学
年
、
中

学
年
、
高
学
年
）、
中
学
生
、
高
校
生

・
一
般
の
各
部

用
紙
サ
イ
ズ
＝
４

ツ
切
り
以
内

応
募
方
法
＝
10
月
20

日

ま
で
に
一
人
一
点
で
〒
９
５
０
―

８
５
７
０
新
潟
市
新
光
町
４
の
１
県

福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
人
権
啓
発

室

０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
１

へ
郵
送
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秋の七草のひとつであるキキョウ。

万葉の歌人山上憶良
やまのうえのおくら

が「秋の野に咲き

たる花を指折りかき数ふれば七種
ななくさ

の花。

萩の花、尾花、葛
くず

花、撫子
なでしこ

の花、女郎花
おみなえし

また藤袴
ふじばかま

、朝貌
あさがお

の花」と詠んだことが

秋の七草の由来とされています。この

「朝貌」については諸説ありますが、

キキョウという説が有力です。

花の色は青や紫色が一般的ですが、

白やピンクも。風情のある美しい姿は、

古くから親しまれてきました。

７月から８月くらいが花の盛りで、

日当たりの良い山地や草地に育ちます。

長岡では家庭でも広く栽培されていま

すが、野生のものは最近少なくなり、

絶滅危惧種に分類されています。根に

はサポニンという成分が多く含まれ、

昔から咳止めの薬として用いられてき

ました。

1717

キキョウ

藤
橋
歴
史
の
広
場
は
、
縄
文
時

代
晩
期
（
約
三
千
年
前
）
に
栄
え

た
大
規
模
な
集
落
の
遺
跡
を
保
存

・
整
備
し
た
史
跡
公
園
で
す
。
面

積
は
約
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
平

成
四
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

竪
穴

た
て
あ
な

式
の
住
居
が
一
般
的
だ
っ

た
縄
文
時
代
で
は
、
大
変
珍
し
い

高
床
式
の
掘
立
柱

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

建
物
の
遺
構

い

こ
う

が

あ
る
の
が
特
色
で
す
。
公
園
内
に

は
、
藤
橋
遺
跡
を
紹
介
す
る
「
ふ

じ
は
し
歴
史
館
」、
発
見
さ
れ
た
建

物
の
柱
穴
を
発
掘
し
た
状
態
の
ま

ま
見
学
で
き
る
「
遺
構
展
示
館
」、

当
時
の
建
物
を
復
元
し
た
「
縄
文

の
家
」
な
ど
が
あ

り
、
縄
文
時
代
の

生
活
や
文
化
を
学

べ
ま
す
。

信
濃
川
流
域
で

は
、
か
つ
て
縄
文

文
化
が
栄
え
、「
火か

焔え
ん

土
器
」
に
代
表

さ
れ
る
縄
文
土
器

が
多
数
出
土
し
て

い
ま
す
。
藤
橋
歴
史
の
広
場
周
辺

に
は
、
火
焔
土
器
発
祥
の
地
で
あ

る
馬う

ま

高た
か

・
三
十
稲
場

さ
ん
じ
ゅ
う
い
な
ば

遺
跡
や
県
立

歴
史
博
物
館
な
ど
縄
文
文
化
を
学

べ
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
秋
は
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら

し
に
思
い
を
は
せ
、
古
代
の
ロ
マ

ン
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
入
館
料
は
無
料

で
、
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
た

だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
と
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

今から460年以上前の天文12年（1543）、上

杉謙信が中越地方の動乱を鎮めるため、栃尾

城に入城したのは、まだ長尾景虎
なが お かげとら

と名乗って

いた14歳のころでした。その後、春日山城主

になるまでの６年間を栃尾で過ごしました。

景虎は栃尾で旗揚げすると、数々の武勲を

挙げ、越後の盟主となり、やがて戦国時代を

代表する武将へと成長していきました。

動乱の世にあって、義を重んじた謙信の威

徳をしのんで行われるのが「謙信公祭」です。

毎年９月の第３日曜日に開催されます。

主会場の秋葉公園の謙信公銅像前で献茶、

詩吟などが披露されるほか、謙信によって創

建された常安寺では市民茶会が行われます。

今年は長岡市制100周年・合併記念として武

者行列も加わり、谷内
や ち

通りを中心に勇壮な戦

国絵巻が繰り広げられます。

1717

1717

▲謙信公銅像前で奉納される剣舞。この公園からは、歴
史の舞台となった栃尾城跡を望めます。今年の謙信公祭
は９月17日に開催されます。

藤橋歴史の広場 46・8441【西津町】

謙

信

公

祭

【
９
月
／
栃
尾
】
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平成18年９月１日発行

▲復元された縄文の家。縄文人
はどんな暮らしを？


